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2.1 18 世紀前半の木版本のモンゴル文語 
 モンゴル語の歴史は、N. Poppe [1954 : 4-5] によれば、13 世紀までの原始モンゴル
語（Ancient Mongolian）、以後 16 世紀末までの中期モンゴル語（Middle Mongolian）、
およびそれ以降の近代モンゴル語（Modern Mongolian）の 3 段階に区分される。そして、
N. Poppe [1954 : 14-16] によれば、モンゴル文語の歴史も三段階に分けられる：即ち






















 蒙文『賢愚経 Uliger-Un dalai（説話の海）』は、モンゴルで、広く民間に受け入れら
れ、「Uje=y_e ge=bel Uliger-Un dalai, sonus=u=y_a ge=bel subaSidi（見るなら『説
話の海』、聞くなら『ソバシド』）」と言われ、サキャ・パンディタ・クンガ・ゲルツェ
ンの『ソバシド』と同じく民間に影響する意義が深い仏典である。モンゴル語に翻訳さ
れて以来、 （Uliger-Un dalai）「説話の海」、また、   （siluGun 
                                                   
1 原文は以下の通り。 
 The spread of Buddhism made good progress in the sixteenth and seventeenth 
centuries. This new period of history, called the Buddhist Renaissance of Mongolia, 
coincides with the beginning of a new period in the history of the Mongolian script.... 
A unified orthograghy was introduced, the grammar of the written language was 
purged of colloquial elements, and all inconsistencies were eliminated. The letters 
acquired their present form,... Classical Written Mongolian failed to dominate all 
the literary activities; It was used only in the xylographic editions of Buddhist 
works. 
2 原文は以下の通り。 
 Classical Mongolian is...Tibetan lamaistic canon, the Kanjur, ... It was fixed in its 
final form by the revised edition xylographed in Peking in 1720, and in this latter 











グーシのモンゴル語訳は 52 品を持つが。チベット語訳は 51 品から成る。またシレー
ト・グーシ以外のモンゴル語訳にも 51 品から成るものがある。そのため、シレート・







 木版本には、康煕 53 年（1714 年）、雍正 6 年（1728 年）、ガンジュール版（1718-1720
年）とブリヤード木版がある。 




詳しく論じる。本研究の言語学的研究は主に、康煕 53 年（1714 年）とガンジュール版、









3.1 18 世紀前半の蒙文木版仏典のモンゴル語の研究 
 2.1 で述べたように、18 世紀前半の蒙文木版のモンゴル語は、「古典式モンゴル文語」
に属するため、「古典式モンゴル文語」の先行研究が関連する。以下はその注目される
研究である。 
(1) NICHOLAS POPPE  GRAMMAR OF WRITTEN MONGOLIAN.（3rd Edition）1974. 
 ロシア出身の言語学者の N. Poppe は「古典式モンゴル文語」の研究で有名である。
「古典式モンゴル文語」の解釈を一番明瞭に主張した学者でもある。今までのモンゴル
語の研究で、「古典式モンゴル文語」といえば、NICHOLAS POPPE  GRAMMAR OF WRITTEN 
MONGOLIAN. (1974) は最も多く利用される参考文法書である。それは「古典式モンゴル
文語」の字母、表記、文法上の特徴などをまとめて書いた文法書である。 

































の写本『賢愚経』のコロフォンの内容からそのモンゴル語訳については、金岡 [1987a : 
58] では、「依頼があって訳業が開始されたのは 1600 年を挟んで前後数年から、1607
年に至る間でのことであろう」と推定した。 
















(2)  c・damdinsUrUng 1979《蒙古古代文学一百篇（第二冊）》979-989 頁。 





 ここでは、c・damdinsUrUng は蒙文『賢愚経』について以下のように述べている。 
① 木版『賢愚経』のコロフォンに翻訳者の情報が書かれないが、写本に記される。 
② 蒙文『賢愚経』の翻訳者であるシレート・グーシ・チョルジの翻訳が前後二回木版
で刻版された。それぞれ康煕 53 年（1714 年）版と雍正 6 年（1728 年）版である。③ 蒙
文『賢愚経』の訳者について、他の研究者はオイラード人のザヤパンディタであると指
摘しているが、その訳稿は未だに見つからない。④ チベット語訳は 51 品から成るが、
蒙文『賢愚経』はチベット語訳より 1 品多くの 52 品から成る。そのチベット語より多











4. 研究方法  














① 行ごとに、頁、行のタグをつけて、行を単位とした検索ができるようにする。例：   





















 古典式モンゴル文語として主に、NICHOLAS POPPE  GRAMMAR OF WRITTEN MONGOLIAN.
（1974）を利用する。 
 中世紀モンゴル文語としては主に、道布《      
uyiGurjin mongGul UsUg-Un durasqaltu bicig-Ud（回鹘式蒙古文文献汇编）》（内蒙古
民族出版社 1983）に収録されている資料を利用する。 
(4) 蒙文『賢愚経』の三種類の木版をお互いに比較する。 









 モンゴル語のローマ字転写方式は、NICHOLAS  POPPE, GRAMMAR OF WRITTEN MONGOLIAN. 
（1974) にいくつかの変更を加えた方式による。 
 モンゴル語のローマ字転写方式は、N. Poppeの方式に以下の変更を加えた： 
(1) 母音字 <o> <u> と <O> <U> は字形で区別されないため、ローマ字転写の便利を考
え、第二音節以降の男性語の円唇母音字は <u> で転写し、女性語の円唇母音字は <U> 
で転写する。 
    例： boljumur「小鳥」   mOrU+cege「肩まで」 
(2) 綴り上の特徴をはっきり示すため次のような補助記号を使っている。 
  「＋」（プラス）名詞の語幹と曲用語尾が繋げて書かれている場合。 
    例：ger+Un「家の」 
  「_」（アンダースコア）：一つの語が分かれて書かれている場合、その境界。 
    例：  kejiy_e「いつ」 
  「-」（ハイフン）：名詞類の語幹と分かれて書かれる曲用語尾との境界。 
        例： bey_e-dUr「体に」 
  「=」（イコール）：動詞の語幹と活用語尾の境界にこの記号を付す。 
    例： uGtu=ju「迎える」 
     動詞の語幹と活用語尾の間に接合母音 <u/U> がある場合、接合母音の前後 
    に「=」（イコール）の記号を付ける。これは、動詞の語尾の検索に便利のた 
    めである。例： Gar=u=Gad「出かけて」、 kUr=U=mU「着いた」 
(3) 出現位置 
 ガンジュール版と 1714 年版の出現位置を示す数字は順に：章数、頁数＋表と裏（上
と下）、行番号を表わす。例： 266b:30（266 頁裏（下）の 30 行） 
 これのほか、異なった字形を区別し、ローマ字転写から元の字形が再現出来ようにす
るため、 
   以下のローマ字転写を用いる。 
10 
  
 ①  を -yU'gen で転写する。 
 ②  を -lU'geで転写する。 





  蒙文『賢愚経』の「研究目的と意義」、「研究対象」、「先行研究」、「研究方法」、 
 「ローマ字転写方式」について述べる。 
本論 
 本論は第 1 章、第 2 章、第 3 章、第 4 章、第 5 章から構成する。 
第 1 章 蒙文『賢愚経』の文献学的研究 
 蒙文『賢愚経』の木版仏典の中の流布とそのモンゴル語の成り立ちについて検討して、
四種類の木版の内容の構成を調査する。 



















                 本 論 
 
                          第 1 章 






















 漢訳『賢愚経』の翻訳された状況について、『出三蔵記集』では記録される。  
 『出三蔵記集』の第二巻によれば： 
  宋文帝時。涼州沙門釋 
    曇學威徳。於于闐國得此經胡本。 
12 
  





























                                                   
3 『大正蔵』(Vol.55, N.2145)。 
4 『大正蔵』(Vol.55, 67c－a)。 
















 チベット語訳『ザン・ルン』の成立年代に関して玉木弁立 [1980：233] は、「チベッ
ト訳『Mdsaṅs blun』については明確な経録が存在しない。9 世紀中期の成立と考えて、
又チベットに仏典が伝来したのが 632 年であることをあわせ、『Mdsaṅs blun』の成立は
漢訳が確立されてから 300 年以上後の成立である」と述べている。 
 チベット語訳『ザン・ルン』の刊本と内容の構成について、高橋氏の「賢愚経探査記」
と「賢愚経とザンルン」の内容によれば、以下のようにまとめることができる。 








ることである。玉木弁立 [1980 : 231-233]ではこの問題について詳しく記されている。
                                                   
6 宇井伯壽 [1934 : 63] 
7 Daisetz T.Suzuki [1961 : 153] 
8 高橋盛孝 [1962 : 1][1963 : 48] 




述には、「カルチャクの bstan-pa-rgyas-byed では、11 巻とあり、Surendra と Ῡe-śes-sde
が訳せりと説いてある」と記される。その二つは、ダラムサラ刊行本の巻頭の記載には、
「チベット語に訳したる者、ḥgos-chos-grub と、文珠 Sapaṅ,Dsinamitra の内容が記され




















 1714 年版のコロフォンには、次のようにある。 
 dayicing ulus-un engke amuGulang-un tabin GurbaduGar on, kOke morin jil-Un 
namur-un dumdadu sara-yin sine-yin naiman sayin edUr-e bici=jU dUgUrge=bei. 
 和訳：大清国の康煕の五十三年、青き馬の秋の中の月の初八日に書き終わらせた。 
 1728 年版のコロフォンには、次のようにある。 






 dayicing ulus-un engke amuGulang-un tabin Gurban on, kOke morin jil-Un namur-un 
dumdadu sar_a-yin sine-yin naiman-u sayin edUr-e bici=jU dUgUrge=bei:: . :: 
 和訳：大清国の康煕の五十三年、青き馬の秋の中の月の始めの八日に書き終わらせた。 
 以上のコロフォンの開版年号の内容から見れば、1714 年版とブリヤード版の作られ







acitu tere burqan baGsi bidan-u 
慈悲深いその 仏世尊 （我々の）は 
aGui yeke olan nOkUd-tUr-iyen.  
    大衆に、        
ariGun siluGun onul_tu ene sudur-i 
清浄なる『ショローン・オノルト』のこの経を 
aGuda delgerenggUi_e nomla=Gsan-dur.  
広く  詳しく     説いたとき、  
 
tedeger caG Ugei olan nOkUd anu 
それらの無量な 大衆は    
tegUs duGul=u=Gsan burqan-u jarliG-i sonus=cu, 
完全に 通暁した  仏の   教勅を 聞いて、 
taduru maGui nigUl-i tebci=ged. 
完全に 悪い 罪障から離れ、   
degedU nom-dur simda=n kiciye=jUkUi:: 




erdeni burqan baGsi-yin nomla=Gsan. 
宝の   仏世尊の    説いた   
eldeb Uliger_tU-yin sudur-i, 
種々の説話からなる  経を 
enedkeg-Un kelen-ece ulamjila=n. 
インド語から     継承し、  
endegUrel Ugei tObed-Un kele+ber:: 
 誤りなく  チベット 語に     
 
delgerenggUi_e sayitur orciGul=ju bU=r_Un. 
詳しく     良く       翻訳し、 
degedU nom-un tOrU-yi bayiGul=ju. 
妙法の     礼儀を立てて、 
taduru nigUl_tU Uile+s-i tebci=ged. 
完全に  罪障な  行為を    放棄し、 
temdegtei_e geyigUl=bei ene Uliger-iyer:: 
明らかに    照らした   この  説話により。 
 
sacalal Ugei tegUs tuGul=u=Gsan burqan anu. 
無比な   完全に 円満成就した   仏が、 
saGaral Ugei Sasin erdeni minu. 
遅滞なく   我が教えの宝が、 
sedkisi Ugei jegUn eteged ulus-tur. 
非思量底の    東にいる   人々に、 
sayitur delgere=mUi keme=n nomla=Gsan yosuGar:: 
善く     広げる     と    説いた    ように、 
 
tengsel Ugei mongGul ulus-tur. 
無比の     モンゴル  国に 
tnggerlig boGda lindan qutuG_tu qaGan tOrU=jU. 
神々しい  聖なるリグデン・ホトクト・ハーンが生まれ、 
17 
  
delekei d'akin-a tusa-yi sedki=jU. 
現世に          利益を思い、 
dayan-u deger_e bayiGul=ju nom-un duw'aza-yi:: 
全ての  上に      建立し     法幢を 
 
aGui yeke ene mongGul ulus-tur. 
偉大な    この  モンゴル国に、 
ariGun nom-un tOrU yosun. 
神聖な  法の   秩序が、 
aGuda masi sayitur delgere=ged. 
広く    甚だによく  広まって、 

















研究院保管写本のコロフォンは Б.Я.Владимирцов [1927：224] により公開された。内
蒙古社会科学院の写本のコロフォンの全部の内容をここで公開したい。 
                                                   









erdeni burqan baGsi-yin nomla=Gsan 
聖賢たる 仏世尊の      説いた 
eldeb Uliger            ene sudur-i. 
「エルデブ・ウリグル」のこの経典を 
enedkeg-Un kelen-ece ulamjila=n. 
インドの  語 から   継承し、 
endegUrel Ugei tObed-Un kelen-d'Ur:: 
誤りなく    チベット語に 
 
delgerenggUy_e orciGul=ju bU=rUn, 
詳しく     翻訳して 
degedU nom-un tOrU-yi bayiGul=ju 
妙法の         礼儀を立てて、 
taduru nigUl_tU Uiles+i tebci=ged. 
完全に 罪障な  行為を  放棄し 
temdegtei_e geyigUl=bei ene Uliger-iyer:: 
明らかに  照らした  この説話により。 
 
sacalal Ugei tegUs duGul=u=Gsan burqan baGsi anu. 
無比な    完全に円満成就した 仏の世尊が、 
saGaral Ugei Sasin erdeni manu. 
遅滞なく  教えの宝が（我が）、 
sedkisi Ugei jegUn eteged-Un ulus-tur. 




sayitur delgere=mUi keme=n nomla=Gsan yosuGar:: 
善く  広げる    と説いた    ように、 
 
tengsel Ugei mongGul ulus-tur. 
無比の    モンゴルの 
tnggerlig boGda altan qaGan tOrU=jU. 
神々しい聖なる アルタン・ハーンが生まれ、 
dalai nutuG-tu lam_a-yi jala=ju 
海のように広い所にラマを誘い 
dayan-u deger_e bayiGul=bai. nom-un duwaz'a-yi:: 
全ての  上に  建立した    法幢を。 
 
GayiqamsiG_tu tere boGda altan qaGan-u 
驚くべき   その 聖なるアルタン・ハーンの 
qan orun-d'ur tObsin_e saGu=Gad  
玉座に、     平和に座って 
qan yeke tOrU yosun-i sayitur bari=ju 
大政       権を    善く 樹立して 
qamuG-a aldarsi=Gsan namutai secen qaGan ki=ged:: 
一切に  名高き  ナムタイセチェン・ハーンと、 
 
dalai metU yeke buyan_tu  
海のような大きな幸福を有する 
dar_a eke-yin qubilGan n'oyancu jUnggen qatun ba. 
ダラ母の   転生者の ノヤンチ・ジュンゲン后と 
daGa=n basa ombu unji qung tayiji ki=ged. 
更にまた  オンボ・ウジョン・ホンタイジらが 
dabtan orciGul= keme=n durad=u=Gsan-iyar 





sigemUni-yin ayaG q_a takimlig. 
 釈迦の        比丘の 
siregetU gUUsi corjiu_a. 
シレート・グーシ・チョルジ 
siluGun onul_tu ene 
『シローン・オノルト』この 
sudur-i. simda=n orciGul=bai:: mongGul-un ayalGus-tur:: 
経典を  努めて  翻訳した。  モンゴル語の言葉に 
 
Ulemji ene buyan-u adistid-iyar:: 
更にはこの福徳の  加護により 
Oglige-yin ejen qaGan qatun terigUten. 
施主なる  主のハーン后をはじめ 
Ulisi Ugei tere ijaGur_tan noyan nOkUd 
比肩なき  その 名門   貴族ら 
UrgUljide e'ngke amuGulang-iyar a=tuGai:: . 












は 1587 年ごろ13の出生であるため、施主になることができるのは、尐なくても 13 歳ご
                                                   
11 乔吉 [2012 : 75] 
12 乔吉 [2011 : 147] 




ワに依頼があって翻訳し始めたのは、1600 年前後から 1607 年に至る間のことであろ
うと考えられる。 





 シレート・グーシ・チョルジワ（siregetU gUUsi corjiu_a）は、アルタン・ハーン
時代に活躍した大翻訳者で、第三代ダライ・ラマの直弟子であり、多くの仏典を翻訳し
た。代表的な翻訳仏典作品として、『ミラレパ伝』『法華経』などがある。 
 乔吉[1985] では、シレート・グーシ・チョルジワ（siregetU gUUsi corjiu_a）に関
して詳しく紹介している。乔吉 [1992 : 2-3] によれば、「シレート・グーシ・チョルジ
ワに関する記載と言えば、<< kOke qota-yin Gajar orun-u jaq_a kijaGar ba siregetU 
gegen-U tobci namdar, busu balm_a qutuGtu kiged olan sUm_e-yin neres-i 
temdegle=gsen jUil（             








グーシ・チョルジ(siregetU bandita gUUsi corji)、シレート・グーシ・マンジュシリ・


















1) 康煕五十三年（1714 年）木版： 
 東洋文庫所蔵の木版刷りを利用した。 
 表紙のタイトル：    (Uliger-Un dalai-yin sudur orusi=ba)。 
 冒頭のタイトル：    (siluGun onul_tu kemegde=kUi sudur)。 
 冒頭のタイトルとは、仏教経典の冒頭によく現れる「仏に頂礼する、法に頂礼する、
僧に頂礼する」の内容の後に記されるタイトルを指す。1728 年版では同様。 
 頁数：231 葉両面刷り。それ以外に：タイトル 1 葉 挿絵 1 葉。 
 一面（一頁）の行数：31 行。 
 構成：12 巻 52 品の説話が収められている。 
 大きさは実際に現物にて取ったサイズ：縦 23cm、横 60 cm。内容の書かれた部分の






2) 雍正 6 年（1728 年）木版： 
 那麦哈『  Uliger-Un dalai 故事海』（鄂尓多斯古籍叢書 70）、内蒙古人民出
版社、2010.12 に掲載される影印本を利用した。 




 冒頭のタイトル：    (siluGun onul_tu kemegde=kU sudur)。 
 頁数：268 葉両面刷り。それ以外に：タイトル 1 葉 
 一面（一頁）の行数：31 行。 
 大きさは実際に現物にて取ったサイズ：縦 20cm、横 59cm。内容の書かれた部分の





3) 北京版蒙文『ガンジュール(Ganjur)』木版（1718-1720 年）： 
 内蒙古社会科学院所蔵影印本の《蒙古文大藏经》〈蒙古文大藏经〉编委会编、内蒙古
人民出版社、2014 年 を利用した。 
 ガンジュールの 31 巻に収められている。赤色の朱砂木版として特徴的である。 
 冒頭のタイトル：    (siluGun onultu kemegdekU sudur) 
  頁数：252 葉両面刷り 。 
  一面（一頁）の行数：31 行。 
 
(2) ブリヤード木版 
 Г.Чимитов, Ц. Чимитова буряадшалба. ҮЛЬГЭРЭЙ ДАЛАЙ. улан-удэ 2006 の影印本
を利用する。 
 表紙のタイトル：     (Uliger-Un dalai-yin neretU sudur 
orusi=bai)。 
 冒頭のタイトル：    (siluGun onul_tu kemegde=kUi sudur)。 
 
 以上の四種類の木版のタイトルを見れば、表紙のタイトルは異なるが、冒頭のタイト








 ５. 蒙訳『賢愚経』の内容構造 
 蒙訳『賢愚経』は 12 章 52 品からなる。その内容構造はチベット語訳、さらに漢語
訳と異なるところがある。 
 最初に作られた漢訳『賢愚経』の巻数と章数について、国訳一切経の『本縁部七』 14
に詳しい。漢訳諸本は現存するものは 13 章であるが、高麗本 62 品、宋本 65 品、元明
版 69 品などの品数の異なる場合がある。 
 チベット語訳『ザン・ルン』は、デルゲ版、ナルタン版、北京版、チョネ版、サラ本
などがあり、いずれも 12 章 51 品よりなる。 
 本研究で利用する蒙訳『賢愚経』の木版本は、12 章 52 品よりなる。ガンジュール版
のテキストでは、最後の章は arban qoyaduGar bUlUg(405a:13)「十二章」と記される
が、1714 年版と 1728 年版のテキストでは、arban GutaGar(207a:26)(141a:20)「十三
章」と記されている。内容により分けられる章の数を見れば、1714 年版と 1728 年版
に記される「13 章」は間違ったもので、実際は 12 章からなっている。また、1714 年
版の最後の1頁の内容が前の頁の内容と逆に位置されている。以上の2か所を除ければ、
ガンジュール版と二つの単行本は全体の内容構造の面では、同じである。 
 章と品ごとに収められる説話は以下のようになる。第 1 章は 5 話、第二章は 8 話、
第三章は 1 話、第四章は 2 話、第五章は 6 話、第六章は 2 話、第七章は 6 話、第八章
は 2 話、第九章は 3 話、第十章は 2 話、第十一章は 6 話、第十二章は 9 話よりなる。 
 蒙文『賢愚経』の各章に収められる説話のタイトルを順番に並べて、漢訳の説話のタ











                                                   
14 赤沼智善 [1947：58] 
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eldeb Uliger UjegUl=U=gsen-U jUil 
    
梵天請法六事 
2 
yeke amitan neretU qan kObegUn anu OlUgcin  
bars-tur beye+ben Og=gU=gsen jUil 
           
摩訶薩埵以身施虎品 
3 
bitUn yabu=Gci anu SaGSabad saki=Gsan jUil 
      
二梵志受齋品 
4 
beye+ben qudaldu=Gad taki=Gsan-u jUil 
    
波羅人身貧供養品 
5 
dalai-daki tngri asaGu=Gsan-u jUil 




tngri-yin kObegUn KangKadar 
   
恒伽達品 
7 
sudadi neretU qan kObegUn-U jUil 
     
須闍提品 
8 
gegen-e ilaGu=qui qaGan-u wcir neretU Okin-U jUil 
       
波斯匿王女金剛品 
9 
altan neretU-yin jUil 
   
金財因緣品 
10 
tngri-yin ceceg-Un jUil 
   
華天因緣品 
11 
tngri-yin erdeni-yin jUil 







asara=Gci kUcUtU qaGan-U Oglige Og=gU=gsen-U jUil 
      
慈力王血施品 
三章 14 jirGuGan tirdege baGsi-nar-un jUil 降六師品 
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    
四章 
15 
kUnde gOrUgesUn bey_e-ben Og=gU=gsen-U jUil 
     
鋸陀身施品 
16 
toyin bol=u=Gsan-u erdem-i maGta=Gsan-u jUil 




toyin bol=u=Gsan SaGSabad saki=Gsan-u jUil 
     
沙彌守戒自殺品 
18 
erketen Ugei ger-Un ejen-U jUil 
     
長者無耳目舌品 
19 
Guyilinci em_e-yin bOs' Og=gU=gsen-U jUil 
     
貧人夫婦疊施得現報品 
20 
Kadayan_a qutuG_tu-dur jarudasun em_e 
OgekU-yUgen qudaldu=Gsan-u jUil 
       
迦旃延教老母賣貧品 
21 
altan tngri-yin jUil 
   
金天品 
22 
qoyar ijaGur_tu-yin jUil 




saran gerel neretU qaGan terigUn-iyen Og=gU=gsen 
jUil       
月光王施頭品 
24 
tUsimel-Un doluGan kObegUn-U jUil 




maK_a abis-yin jUil 
   
摩訶斯那優婆夷品 
26 
udbali neretU simanca-yin jUil 
    
微妙比丘尼品 
27 
sotula Kari-yin jUil 
   
設頭羅健寧品 
28 
nasuKa qaGan-u jUil 
   
阿輸迦施土品 
29 altan qumqan-u jUil 七瓶金施品 
27 
  
   
30 
jirGaGul=u=Gci biraman-u em_e-yin jUil 




yeke Oglige_tU dalai-dur oru=Gsan-u jUil 
     
大施抒海品 
32 
tolin cirai_tu qaGan-u jUil 




sayin eri=gci ba maGu eri=gci-yin jUil 
      
善求惡求緣品 
34 
buyan_tu qan kObegUn-U jUil 
    
善事太子入海品 
35 
eyed=U=gci ger-Un ejen-U jUil 




nidUn nege=gsen-U qan kObegUn-U jUil 
     
快目王施目縁品 
37 
enggUlemei quruGun eriketU-yin jUil 






bayasqulang sitU=gci Guyilinci em_e 







iladandar_a neretU ger-Un ejen-U jUil 
     
勒那舍耶缘品 
41 
sijir nertU biraman-u jUil 
    
師質子摩頭羅世質品 
42 
tasila neretU ger-Un ejen 
    
摩訶令奴緣品 
43 
jaGan tedkU=gci-yin jUil 





biraman-u nOkU=gse+d bari=Gsan-u jUil 













burqan angq_a uyidan asara=qui sedkil 
egUs=U=gsen-U jUil 
       
大光明王始發道心緣品 
46 
orui-aca tOrU=gsen qaGan-u jUil 
    
頂生王品 
47 
sUmen_e Okin-U arban kObegUn-U jUil 
     
蘇曼女十子品 
48 
uba kUbde-yin jUil 
   
優波毱提品 
49 
tabun jaGun anggir tngri bol=u=n tOrU=gsen jUil 
       
五百鴈聞佛法生天品 
50 
batu sedkil_tU arslan-u jUil 
    
堅誓師子品 
51 
qoruqai-yin siltaGan-i UjegUl=U=gsen-U jUil 
    
汪水中虫品 
52 
winuda neretU ayaG qa takimlig-un jUil 
      
沙彌均提品 
  
 表 1 で示す、各章と各説話の分け方と順番は四種類の木版の中では同じである。 
 蒙文『賢愚経』の章数がチベット語訳と同じであるが、漢訳の章数より一章尐ない。
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版と 1728 年版がある。 
 ブリヤード木版のコロフォンには 1714 年に編纂されたことが記載されていることか
らみれば 1714 年版の単行本の写しである可能性が大いに考えられる。 
 本章では、ガンジュール版と単行本の異同、及び 1728 年木版のガンジュール版と
1714 年版との関係、また、ブリヤード版の特徴について検討する。 










 1714 年版と 1728 年版の単行本は内容と表現の面ではほぼ一字句対応しているが、
文法的語尾の現れが異なる場合がある。 










1.1 ガンジュール版と 1714 年版の関係について 






[1714]  tngri-ner anu. ila=ju tegUs nOgci=gsen 
[甘珠] tngri-ner anu ila=ju tegUs nOgci=gsen 
[訳]    梵天が、       世尊の 
 
002a:19  
[1714]  burqan-u sedki=gsen sedkil-i 
[甘珠] burqan-u sedki=gsen sedkil-i 
[訳]        考えた  考えを 
 
002a:20  
[1714]  uqa=ju bU=r_Un. oGtarGui-bar 
[甘珠] uqa=ju bU=r_Un. oGtarGui-bar 
[訳]   見知って、   天より 
 
002a:21 
[1714]  baGu=ju ire=ged. ila=ju tegUs nOgci=gsen 
[甘珠] baGu=ju ire=ged. ila=ju tegUs nOgci=gsen 
[訳]  降りて  きて、    世尊の 
 
002a:22  
[1714]  burqan qamiG_a bU=kU tere orun 
[甘珠] burqan qamiG_a bU=kU tere orun 






[1714]  bilig-lUge tegUlder sedkil Ugei-yin tula. kejiy_e 
[甘珠] bilig-lUge tegUlder sedkil Ugei-yin tula kejiy_e 
[訳]  慧の     完全な心がない    ため、いかに 
 
002b:04  
[1714]  ber yirtincU-dUr saGu=basu ber. tusa kUrge=kU Ugei 
[甘珠] ber yirtincU-dUr saGu=basu ber tusa kUrge=kU Ugei 









 003b:15  
 [1714]  mingGan toGatan noya+d ki=ged. alaGa+ban qamtudqa=ju 
 [甘珠] arban mingGan toGatan noya+d ki=ged. alaGa+ban qamtudqa=ju 
 [訳]   千人の   大臣（皆）    合掌して 




 003a:29  
 [1714]  beye+ben nU'kele=jU Goul qadqu=ju jula sitaGa=n 
 [甘珠]  beye+ben nUkele=jU mingGan Goul qadqu=ju jula sitaGa=n 
 [訳]   身の肉をえぐり、 灯芯を植えて 点灯して 
 例④ から見れば、1714 年版では Goul「芯」が現れることに対し、ガンジュール版
33 
  
では mingGan Goul「千本の芯」が現れる。 
 






 001a:06                 109a:25  
 [1714]  UjegUl=U=gsen         [1714] UjegUl=bei 
 [甘珠] UjUgUl=U=gsen                 [甘珠] UjegUl=bei 




 ガンジュール版では UjUgUl=が 178 回現れ、Uje=が 7 回現れる。これに対し、1714




 003b:30               117a:08 
 [1714]  kOsUr-e           [1714]  kOsUr-e 
 [甘珠] kOser-e            [甘珠] kOsUr-e 
 [訳]  地に                      [訳]  地に 
 ※「地、地面」は現代モンゴル文語では、kOser である。例⑥の左側の表記を見れば、
1714 年版では kOsUr と表記され、ガンジュール木版では、kOser と表記される。例⑥
の右側の例を見れば、両方とも kOsUr が現れる。 
 ガンジュール版では kOser が 49 回現れ、kOsUr が 14 回現れる。これに対し、1714
年木版では kOser が 32 回現れ、kOsUr が 30 回現れ、出現回数が拮抗している。つまり、








[1714]  bey_e-yi minu nU'kele= keme=n 
[1728]  bey_e-yi minu n'U'kele= keme=n 
[甘珠] bey_e-yi minu nU'kele= keme=n 
[訳]  我が身に  穴を開けなさいと 
 
 ここで現れる、nU'kele=は「穴を開けなさい」の意味である。三つの木版を全章に渡




 以上の 4 点から見れば、ガンジュール版と 1714 年版は異なるところがあれば、共同
点もある。つまり、ガンジュール版と 1714 年版は同じ系統の木版であることが分かる。 
 
1.2 1728 年版の 1714 年版とガンジュール版との関係 
 1728 年版と 1714 年版とガンジュール版の三つの木版のテキストを比較して、1728
年版の 1714 年版とガンジュール版との対応関係を主に以下の 2 点から見ることができ
る。それぞれの項目に当てはまる例を示せば、以下のようになる。 
(1) 三つの木版のテキストを比較してみれば、1728 年版と 1714 年版の両テキストが、
単語の表記や語順や語句の面ではほぼ一字句対応している。尐数の文法的語尾と接尾辞












 [1714]  Ulemji bayas=u=n bisire=ged. tende+ce nigen kOmUn-i jaGun 
 [1728]  Ulemji bayas=u=n bisire=ged. tende+ce nigen kOmUn-i jaGun 
 [甘珠] Ulemji bayas=u=n bisire=ged. tende+ce nigen kOmUn-i jaGun 
 [訳]  ますます歓喜し、信奉して、  その時  一人の人を  
 
 003a:25  
 [1714]  mingGan daGun sonus=qui Gajar-tur kUr=U=gci teyimU 
 [1728]  mingGan daGun sonus=qui Gajar-tur kUr=U=gci teyimU 
 [甘珠] mingGan daGun sonus=qui Gajar-tur kUr=U=gci teyimU 
 [訳]  千万の 音が 聞こえる  処に  届ける  そのような 
 
(2) 1728 年版の 1714 年版と対応しないところは、殆どガンジュール版と対応している。
例⑪と 例⑫ では、1728 年版とガンジュール版の対応を網掛けで示す。 
例⑪ 
 002b:19  
 [1714]  qaGan bol=u=n tOrU=lUge tere qaGan-tur qariy_a_du 
 [1728]  qaGan bol=u=n tOrU=lUge. tere qaGan-dur qariy_a_tu 
 [甘珠] qaGan bol=u=n tOrU=lUge. tere qaGan-dur qariy_a_tu 
 [訳]     になり生まれ、   この王に  支配される 
 以上の例⑪から見れば、1728 年版とガンジュール版の qaGan「王」に現れる与格語
尾 <-dur> が対応していることに対し、1714 年版では <-tur> が現れ、それらと異な
る。また、qariy_a に現れる接尾辞は 1728 年版とガンジュール版が対応することに対










 002a:08  
 [1714]  egUri udal Ugei nigen caG-tur. 
 [1728]  egUri UlU uda=n nigen caG-tur. 
 [甘珠] egUri UlU uda=n nigen caG-tur 
 [訳]  しばらく経たないある  時に、 
 以上の例⑫から見れば、1728 年版とガンジュール版に現れる UlU uda=n が対応して
いることに対し、1714 年版では udal Ugei が現れ、それらと異なる。 
 以上の三つの木版の現れ方を見て、それらの作られた年代から想定すれば、1728 年















 以下の画像 1 はブリヤード木版の冒頭の 1 頁目の木版刷りであり、画像 2 は 1714 年




           画像 1 ブリヤード木版の 1 頁上の木版刷り 
 
 
        画像 2 1714 木版の 2 頁下の木版刷り 
 
 画像 1 と画像 2 を比較してみれば、1714 年版では、母音字の前に現れる子音 <n,G, g> 
に点が書かれないが、ブリヤード木版では点が書かれることが分かる。それぞれの現れ
を比較してみれば、以下のようになる。 
 子音 <n> の場合：ブリヤード版では、母音字の前の子音字 <n> に点を付く場合と点
を付かない場合がある。 
 ブリヤード版：               
 n'igen(001:21)「一つの」         nirwan(002b:04)「涅槃」 
 1714 年版 








 子音 <G,g> の場合：1714 年版では、子音字 <G,g> には点が書かれないが、ブリヤ
ード木版では点が書かれる。 
 ブリヤード版：               
  buruG'u (001:30)「間違い」     eg'Uri (001:17)「永遠に」     
  1714 年版： 
    jirGalang(002b:02)「幸福」        edeger(002b:01)「これらの」 
 
 6 番目の木版刷りの子音 <n,G,k,g> の現れる状況を見れば、画像 3のようである。 
 
         画像 3 ブリヤード木版木版刷りの第 6 頁 
 画像 3 を見れば、母音字の前の子音 <n,G,g> には点が書かれない 
 子音字<G> の例:                 子音<n> の例：         
    qaGan(006a:42)「間違い」     qoyina(006a:18)「後」    
 
 子音字<g> の例: 
    Ugei(006a:2)「無」 
 子音<k> に点が書かれない場合と点が書かれる場合がある。 
 











の 2 つの項目でまとめることができる。 
(1) ガンジュール版と 1714 年版は同じ系統の木版である。 







(2) 1728 年版は 1714 年版を底本にして作られたが。その編纂に際して、ガンジュール
版の影響を受けている。 
 1728 年版は 1714 年版と全く同じく一字句対応で刻版されたわけではない。1728 年
版木版の 1714 年版と対応しないところは殆どガンジュール版と対応している。 
2. ブリヤード版の編纂に際して、1714 年版を底本にしている。 
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子音字の字形の特徴を明らかにし、その後 1714 年版と 1728 年版の現れ方をガンジュ
ール版と比較検討する。 
 N.POPPE[1974:17]では、「古典式モンゴル語」のモンゴル文字の字形を以下の図 1 で
見せた。 





 図 1 では、N.POPPE[1974]に言われる「古典式モンゴル文語」の字形の現れ方である。
N.POPPE[1974]では、さらに、各字形の使われ方について述べている。 














と<u>、及び <O> と <U> はそれぞれ字形が一致している。 
 ガンジュール版における母音字の字形を表で示せば、表 2 のようである。 
 
        表 2 ガンジュール版における母音字の字形 
  
 表 2 から見れば、一つの母音字の表記に幾つかの字形が現れる。それらの使い分けは
N.POPPE[1974]及び、現代モンゴル文語と同じである。それぞれの母音字の使い分けは
以下のようである。 
 母音字 <a,e> の末位形に現れる  字形はN.POPPE[1974]と同じである。 は 
<b> 以外の子音字に連ねて書かれる。  は <b> の子音字に連ねて書かれる。 
 <o/u> と<O/U> の末位形は同じである。母音字 <o/u>の末位形 は <b> 以外の子音
字に連ねて書かれ、 は子音字<b>に連ねて書かれる。一方、母音字 <O/U>の末位形
は <b,k,g> 以外の子音字に連ねて書かれる。 は <b,k,g> に連ねて書かれる。 






頭位形 中位形 末位形 独立形 
a        
e        
i      
o/u        




(1) 母音字 <e> の頭位形に現れる 字形 （合計 2 回） 
 母音字<e> の頭位の字形は N.POPPE[1974:17]では、 （アチョグ[acuG]から始まる
字形）が現れ、現代モンゴル文語では、 が現れる。 
 ガンジュール版では、母音字 <e> は多くの場合、N.POPPE[1974:17]と同じく  が現
れるが、  以外  が極めて尐数の 1 回現れる。 
 例： 
     e'mUs=U=ged(292a:19)「着て」 
 1714 年版では、母音字 <e> の頭位形に の字形が 6 回現れる。 
 例： 
      e'dUge (082b:20)「現在」     e'lci (113a:22)「使臣」 
 1728 年版では、母音字 eの頭位形に  の字形が同じく 6 回現れる。 
    ebedcin-e(081b:01)「病気に」    emle=kUi(124b:13)「治療する」 
 中世紀モンゴル文語では、母音字 <e> の頭位形に 字形が現れる特徴がある。例え
ば、13 世紀の後半に書かれたと推定される<<abaG_a qan-aca olGu=Gsan Unemle=kU bicig
（アバガ汗交付の通行証）>>では、現代モンゴル文語の 「これ」が 15 で表記され
る。また、1290 年の『arGun qan-aca niKUles dOrbedUger-tU ilege=gsen bicig（ア
ルグン汗のローマ教皇ニコラウス 4 世宛ての手紙）』では、現代モンゴル文語の 「父」
が  16と表記される。 






                                                   
15 Dobu [1983 : 28] 
16 Dobu [1983 : 51] 
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(2) 母音字 <a,e> の行末に現れる  字形 （合計 1113 回） 
 ガンジュール版の母音字 <a,e> の行末に現れる  字形は N.POPPE[1974]と現代モ
ンゴル文語には現れない。ガンジュール版では、  は母音字 <a,e> 以外にまた子音
字 <n,d> に現れ、行末に現れる。しかし、決して全ての行末に現れることではない。
ガンジュール版では、行末に現れる字形  は 10581 回現れることに対し、  字形は
1113 回現れ、尐数を示す。 
 例： 
       tere(179b:25)「その」   sitaGa=n(180b:02)「燃やして」 
 行末に  字形で綴られるのは、1714 年版では 732 回現れる。1728 年版では 226 回
現れる。 
 qaserdeni[2006：30] では、「古代モンゴル文語では <a,e,n,d> の末位形に  字形 
が書かれる。行末のスペースの関係で  が書かれる」と述べている。また 
qaserdeni[2006 : 30] では、「<<cinggis-Un cilaGun bicig（チンギス汗碑文）>> 
<<takimdaGu bicig（孝経）>><<budacariy_a awatara-yin tayilburi（入菩提行論）>>  
には全て  字形が現れる。『mOngke qaGan-u kOsiyen-U bicig（モンケ汗記念碑文）』で 
は、  字形と  字形の両方が現れる」と述べている。 
 これから見れば、ガンジュール版と単行本に現れる<a,e,n,d> の末位形の  字形は 
より古い時代の特徴を継承していることが分かる。 
 三つの木版に現れる  字形の回数から見れば、ガンジュール版では最も多く現れる。
1728 年版では最も尐なく現れる。これから、ガンジュール木版を刻版される際、行末
に殆ど  が綴られるが、  字形も綴られていたことが分かる。また、1728 年版を
刻版する際、<a,e,n,d> の末位形の  字形を意識して減らしたことが分かる。 
  
(3) 母音字 <o,u> の頭位形に現れる  字形 (合計 2 回) 
 N.POPPE[1974:17]と現代モンゴル文語では、母音字 <o,u> の頭位形に  が現れる。
ガンジュール版では、それらと異なる  字形が以下の 2 つの単語に現れる。 
 例： 
       u'sun (391a:21)「水」    u'cira=ju (190b:14)「出会って」 
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 1714 年版では 1 回現れる。 
 例： 
       u'cira=bai(090b:20)「会った」 
 1728 年版では、同じく 1 回現れる。出現位置は 1714 年版と対応する所に、1714 年
版と同じく u'cira=bai に現れる。これは、1728 年版は 1714 年版を基にして作られた
ことを証明している。 
 母音字 <o,u> の頭位形に  字形が現れる特徴は、中世紀モンゴル文語によく見ら
れる。<<arGun qaGan-aca franci-yin filip qaGan-du ilege=gsen bicig（アルグン汗
のフィリップ美男王宛ての手紙）>>では、現代モンゴル文語に表記される   
morila=ju「行く（尊敬語）」が   mo'rila=ju17と表記される。 
 このような稀な特徴が、ガンジュール版と 1714 年版の両方に現れることから見れば、
二つの木版は同じところがあることが分かる。 
 
(4) 母音字 <O,U> の頭位形に現れる  字形（合計 2 回） 
 例： 
        OmkUre=n(346a:28)「転んで」  OmkUri=kU(346a:28) 「転ぶ」 
 1714 年版では、同じく 2 回現れるが、ガンジュール版と異なる語幹に現れる。 
 例： 
        U'liger(211b:10)「説話」    U'sUn(225a:29)「髪の毛」 






                                                   
17 Dobu [1983 : 41] 
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(5) 子音字の後に書かれる母音字 <O,U> の頭位形の 字形（合計 20 回） 
 N.POPPE[1974:17]と現代モンゴル文語では、母音字 <O,U> は頭位形で子音字の後に
綴られる場合、  が現れる。ガンジュール版では母音字 <O,U> の中位形にそれらと
異なる 字形が 20 回現れる。その内の 19 回は nU'ke「穴」の語幹に現れる。 
 例： 
      nUkele=(181a:1)「穴を開けろ！」  cOm(188b:6)「全部」 
 1714 年版では、35 回現れ、その内の 22 回は語幹 nU'ke「穴」に現れる。 
 例： 
    nU'ke(049a:06)「穴」      gU'leyi=jU(101a:27)「目を見張って」  
 1728 年版では、31 回現れ、その内の 22 回は nU'ke「穴」の語幹に現れる。 
 ガンジュール版と 1714 年版では、同じ語幹に 字形が現れることは、二つの木版
は同じ系統の木版であることを証明している。 




現れる <p> 子音字がガンジュール版に現れない。現れる子音字の中では、<t> と <d>、
及び <k> と <g> はそれぞれ字形が一致している。 













         表 3 ガンジュール版における子音字の字形 
 




 表 3 の中の N.POPPE[1974:17]と異なるものを列挙すれば、以下のようである。 
(1) 子音字 <n> の点を持たない表記と尐数の点を持つ表記 





頭位形 中位形 中絶末位形 末位形 
n     
ng     
q    
 
G     
b     
s     
S     




l     
m     
c     
j     
y     
k/g     
r     
w     
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場合、点のない    が用いられる。 
 ガンジュール版と 1714 年版では、多くの場合、N.POPPE[1974]と異なり、子音字 <n> 
は母音字の前に位置する場合、点を持たない。尐数の点を持つ表記が現れるが、現れる
回数はガンジュール版と 1728 年版は殆ど同じであるが、1714 年版は異なる。子音字
の前に位置する場合、N.POPPE[1974] と同じく点を持たない。 
 母音字の前の子音字 <n>： 
 ガンジュール版では、子音字 <n> は母音字の前に位置する場合、点を持たない字形
が 9755 回表れ、点を持つ字形は 101 回現れる。点を持つ字形は、頭位形に 25 回、中
位形に 61 回、中節末位形に 15 回現れる。 
 ここでは、現代モンゴル文語と異なり、母音字の前の点のない <n> を <n> で、子音
字の前の点のない <n> を <n> で転写し、異なる場合は <n'> で転写する。 
多く現れる母音字の前の点のない <n>： 
例： 
   nigen(179a:10)「一つ」     qoyin_a(180b:13) 「後」 
尐数現れる母音字の前の点のある <n'>： 
例： 
     un'a=bai(180b:28)「落ちた」    ten'eg(222b:14)「愚かな」 
      men'ekei(260a:21)「蛙」         qan'ila=ju(291b:13)「友になって」 
    qoyin'_a(306a:09)「後」        Gadan'_a(315b:12)「外」 









より尐ない。頭位形に 3 回、中位形に 11 回現れる。中節末位形には現れない。 
 例： 
     nada(188a:16)「私」         unaG=san(003b:29)「落ちた」 
 
(2) 子音字 <G> の多く現れる点を持たない表記と尐数の点を持つ表記 
N.POPPE[1974]、あるいは現代モンゴル文語では、子音字 <G> が、母音字の前（音
節頭）では、点を持つ字形      で、子音字の前（音節末）では、点のない表記    
である。 
    ガンジュール版では、子音字 <G> は、母音字の前（音節頭）では、多くの場合、点
を持たない    が用いられている。中位形に点を持つ表記が 8 回現れる。 
 ガンジュール版では、子音字 <G> は殆ど点を持たないため、本研究ではこれを <G>  
で転写する。異なる場合は <G'> で転写する。 
 多く現れる母音字の前の点のない <G>： 
例： 
       qaGan(179b:26)「皇帝」         GayiqamsiG(183a:17)「奇跡」 
 尐数現れる母音字の前の点のある <G'>： 
例： 
      qalG'a=bai(289b:21)「庇護した」 bolG'a=n(338b:25)「～にして」 
 1714 年版では、子音字 <G> は全て点を持たない。 
 これから見れば、N.POPPE[1974] と異なる子音字 <G> の点を持たない字形はガンジ
ュール版と 1714 年版の母音字の前の子音字 <G> の規範として使われていたことが分
かる。 
 
(3) 子音字 <s> の末位形の  字形と少数の  字形 
 N.POPPE[1974]、あるいは現代モンゴル文語では、子音字 <s> の末位形には、  字
形が用いられる。 
 ガンジュール版では、子音字<s> の末位形に多くの場合  字形が用いられる。単音
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節の語幹 bOs「布」に 5 回  の字形が現れる。 
 本研究では、数の多く現れる の字形を <s> で表記し、尐数現れる 字形を 
<s'> で転写する。 
 子音字 <s> の末位形に数多く現れる  字形 
 例： 
    ulus(179a:18)「衆民」      yaras(181b:11)「多くの傷」 
   子音字 <s> の末位形に尐数現れる 字形 
 例： 
    bOs'(271a:19)「布」 
  bOs「布」はガンジュール版に 32 回現れる。その内の 27 回は  で綴られ、5 回
は  で綴られる。 
 末位形以外、中絶末位形には、 の字形が現れる。否定を表す es'_e に 4 回現れ、固
有名詞に 9 回現れる。「否定詞」ese は全章で、376 回現れ、その内の 4 回は子音字<s>
と語末の母音字 <a/e> が離して書かれる。 
  例： 
     es'_e(269a:27)「～ない、～しない」 
 1714 年版では、子音字 <s> の末位形は全て  の字形が用いられる。子音字 <s> に
中絶末位形が現れない。 の字形が現れない。 
 1728 年版では、子音字 <s> の末位形は多くの場合  の字形が用いられるが、 の
字形は 6 回現れる。この内の 3 回は「虎」を表す  <bars> に現れ、1 回は「銅」を
表す  <jes> に現れる。残りの 2 回は、一つの語が行末で分かれて書かれる場合、子
音字 <s> は  の字形で表記される。例： 
     bars'(031b:24)「虎」  jes'(023a:18)「銅」 
       nigUkles/=cU(162a:14)「慈悲の心を持って」 
 N.POPPE[1974：23]では、子音字 <s> の末位形の以上の二つの字形について、「 は
古典式モンゴル文語に現れ、  は古代の文献に使われる」と述べている。蒙文『賢愚
経』の三種類の北京木版では子音字 <s> の末位形に  字形が数多く現れるからみれ
ば、  はただ古代の文献に使われていたとは言えない。 
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(4) 子音字 <S> の頭位形の  字形と尐数の  字形 
 N.POPPE[1974]、あるいは現代モンゴル文語では、子音字 <S> の頭位形は  の字形
が用いられる。 
 ガンジュール版では、子音字 <S> の頭位形には、224 回 N.POPPE[1974]と同じく  
の字形が現れる。尐数の 30 回は、それと異なる（<s>の頭位形の字形と同じ）の字形
が現れる。 
 子音字 <S> の頭位形に多く用いられる  字形: 
 例： 
     Sabi(216b:10)「弟子」     Sasin(259b:20)「宗教」 
子音字 <S> の頭位形に尐なく現れる   字形 
 例： 
       S'asin(281b:05)「宗教」   S'abi(261b:30)「弟子」    
 
※子音字 <S> の中位形に 1 か所  字形が現れる。 
 例： 
         boS'uGan(248b:19)「敷居」 
 1714 年版の子音字 <S> の頭位形の字形と中位形の字形がガンジュール版と異なる
特徴がある。子音字 <S> の頭位形に多くの場合は、 の字形が現れる。 の字形が 3
回現れる。子音字 <S> の中位形にも、多くの場合は、 の字形が現れる。 
 1728 年版に現れる子音字 <S> も 1714 年版と同じく二つの傍点を用いられない。 
 三つの木版の子音字 <S> の現れる状況から見れば、子音字 <S> を表すための二つの
傍点はガンジュール版により書かれ始めたことが分かる。1728 年版では 1714 年版の
子音字 <S> の字形の特徴を継承している。 
 
(5) 子音字 <d> の頭位形と中位形に現れる尐数の  字形 
 N.POPPE[1974]、あるいは現代モンゴル文語では、子音字 <d> の頭位形は子音字 <t> 




 ガンジュール版では、子音字 <d> の母音字の前に現れる中位形は現代モンゴル文語
と同じく   の字形が現れるが、母音字の前に現れる頭位形と子音字の前に現れる中位
形の字形には、N.POPPE[1974]、あるいは現代モンゴル文語と異なる特徴がある。 
 ガンジュール版では、子音字 <d> の頭位形には、殆どの 2257 回は現代モンゴル文
語と同じく  の字形が現れるが、尐数の 203 回は現代モンゴル文語と異なる、 の字
形が現れる。 
 母音字の前に現れる子音字 <d> の頭位形に数尐なく現れる   字形 
 例： 
        (378b:13) 「声」         d'egerm_e109b:31「強盗」 
  ガンジュール版では、子音字の前に現れる子音字 <d> は、多くの場合現代モンゴ
ル文語と同じく  の字形が現れるが、尐数の 130 回は現代モンゴル文語と異なり 
 字形が現れる。 
 例： 
        odqan(191a:03)「末子」    od=bai(198b:18)「行き去った」 
 1714 年版では、子音字 <d> の頭位形には、殆どの 2158 回は現代モンゴル文語と同
じく  字形が用いられるが、5 回だけ現代モンゴル文語と異なり、 字形が現れる。子
音字 <d> の子音字の前に現れる字形の尐数の 24 回は現代モンゴル文語と異なる  字
形が現れる。 
 1728 年版では、子音字 <d> の字形の頭位形には、殆ど現代モンゴル文語と同じく  
の字形が用いられるが、10回は現代モンゴル文語と異なり、 字形が現れる。子音字 <d> 
の子音字の前に現れる字形が 33 回現代モンゴル文語と異なる  字形が現れる。現れる
回数から見れば、ガンジュール版より尐ないが、1714 年よりは多いことが分かる。つ
まり、これが 1728 年版はガンジュール版の影響を受けていることを証明している。 
 これから見れば、子音字 <d> の頭位形と子音字の前に現れる現代モンゴル文語と異







(6) 子音字 <c> <j> の中位形の区別されない字形  
 N.POPPE[1974]、あるいは現代モンゴル文語では、子音字 <c> の中位形は  で表記 
される。<j>の中位形は  で表記される。 
 ガンジュール版では、子音字 <c> の中位形には、現代モンゴル文語と同じく 字
形が用いられる以外、 字形が用いられる。<j> の中位形には、現代モンゴル文語と
同じく 字形が用いられる以外、 字形が用いられる。 の二つの字形が子
音字 <c,j>の中位形にはっきり区別されなく用いられる。 
 本研究では、単語の意味によって、 の字形を子音字 <c> と <j> に区別し
て転写する。 
 例： 
       saGu=ju(180a:10)「座って」     cicire=ged(181b:06)「震えて」 
 中世紀モンゴル語の文献から分かるのは、<j>  <c>  の形は区別されてなかった、
両方とも  の形で表記されていた。 
  ガンジュール版では、子音字 <c> の中位形に が区別されなく使われるとい
うことは、古い特徴がそのまま残されていると考えられる。 
  1714 年版では、子音字<j>, <c> の中位形の字形はガンジュール版と同じく
が現れ、区別されなく用いられる。しかし、1728 年版では、全て<c>  の形しか用い
られない。例： 
       Oci=bei(009a:12)「言った」   Uje=ged(009b:05)「見て」 
       cisun(010b:01)「血の」     UjegUl=kU(010b:19)「見せる」 
  これから見れば、ガンジュール版を編纂する際、及びその前の時期には、 <j>  <c>
の中位形の字形は区別されなく使われていたが、ガンジュール版以後の時期には、一時







 (7) 子音字の前に現れる 字形 
   N.POPPE[1974]、あるいは現代モンゴル文語では、 字形は子音字の前に現  
   れない。 
  ガンジュール版では、極めて尐数の 9 回、 は子音字の前に現れる。全て現代
モンゴル文語の「踏む」の意味を表す語幹 giski= に現れる。つまり、語幹 giski=の子
音字の前に現れる子音字 <s> の代わりに子音字 <c> が現れることである。例： 
      gicki=jU「踏んで」     gicki=gseger「踏みながら」  
 子音字 <c> が子音字の前に現れることは、『孝経』の中に 1 回現れる。例えば：
gicki=kU「踏みながら」18。また『元朝秘史』にも、傍訳が「踏蹤=着」に対応する所に、
抹赤吉=周19 が現れる。これから見れば、より古い時代には、子音字 <c> は子音字の前
に現れていたと考えられる。また、古い時代では、子音字の前に現れる子音字 <s>を子
音字 <c> で発音されていた可能性も考えられる。 
 
(8) 子音字 <y> の頭位形と中位形 （カギがない）の字形 
 現代モンゴル文語では、子音字 <y> の頭位形と中位形は  で表記する。 
 ガンジュール版では、子音字 <y> の頭位形も、中位形も （カギがない）の字形が用
いられる。 
 モンゴル語の文献では、中世紀モンゴル文語にはカギのない  がよく現れ。 
 本研究では、単語の意味によって、頭位形の  字形を子音字 <j> と <y>で区別し
て転写する。 
 例： 
     yeke(182b:20)「大きい」  qoyar(188b:08)「二つ」 
 ガンジュール版の <y> がカギのない  で表記されているのは、古風なモンゴル語の
特徴を継承している。 
 1714 年版と 1728 年版は、ガンジュール版と同じく子音字 <y> の頭位形と中位形に 
（カギがない）の字形が用いられる。 
                                                   
18 栗林均 [2014：15] 
19 栗林均 [2009：301] 
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 これから見れば、18 世紀前半の木版には、<y> はまだカギのない字形が書かれてい
たことが分かる。 
 
(9) 子音字 <r> の字形 
 現代モンゴル文語では、子音字 <r> の頭位形には 、中位形には 、中節末位形と
末位形には  が現れる。 
 ガンジュール版では、子音字 <r> の字形は現代モンゴル文語の字形と書き方では若
干異なる。その頭位形には 、中位形には 、中節末位形と末位形には  が現れる。 
 例： 
       ridi(281a:21)「神力」      neretU(200b:11)「名を持つ」 
         Gar(281b:22)「手」         ala=r_a(204b:22)「殺しに」 
 1728 年版では子音字 <r> の字形はガンジュール木版と同じく表記されるが、1714
年版では、現代モンゴル文語と同じく表記され、ガンジュール木版と異なる。 
 例： 
       rasiyan (039a:20)「聖水」  jirGuGan(041a:16)「六つの」  





(10) 子音字 <w> の頭位形と中位形の  （<y> あるいは<i> の中位形と同じ形）字形
と尐数現れる  字形 
 N.POPPE[1974]、あるいは現代モンゴル文語では、子音字 <w> の頭位形と中位形は  
で表記する。 
 ガンジュール版では、子音字 <w> の頭位形も、中位形も、多くの場合、N.POPPE[1974]
と異なる  字形が現れる。  字形は頭位形に 54 回現れ、中位形に 479 回現れる。 字
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形を  字形と比べれば、数尐なく現れる。 字形は頭位形に 20 回現れ、中位形に 118
回現れる。 
 字形の例： 
        w'acir(210b:02)「人名」     taw'ar(211a:13) 「貨物」 
  字形の例： 
       waranSa(215b:24)「地名」    tawar(209a:30)「貨物」 
 
 1714 年版では、子音字 <w> の頭位形に  字形が 16 回現れ、 字形が 23 回現れる。
中位形に  字形が 180 回現れ、 字形が 250 回現れる。これから見れば、ガンジュー
ル版以前の木版の中では子音字 <w> に  字形と  字形が現れ、出現回数では拮抗し
ている。 
 1728 年版では、子音字 <w> の頭位形に  字形が 40 回現れ、  字形が 8 回現れる。
中位形に  字形が 274 回現れ、 字形が 258 回現れる。つまり、頭位形には  字形が
より多く用いられるが、中位形では二つの字形の出現回数が拮抗していることが分かる。 
 三つの木版の子音字 <w> の字形の出現回数から見れば、ガンジュール版以前には、
子音字 <w> の頭位形と中位形に   字形と  字形が両方用いられていて、それがガン





(1) 子音字 <q,G,n,m,l,y,r> の後に現れる語末の母音字 <a/e>の綴りの特徴 
(2) 派生的な接尾辞  ,   ,    の表記 
(3) 現代モンゴル文語と異なった表記を持つ単語 








2.1 子音字 <q,G,n,m,l,y,r> の後に現れる語末の母音字 <a/e> の綴りの特徴 
 現代モンゴル文語では、母音字 <a/e> は子音字 <q,G,n,m,y,r> の後に離して書かれ
る。尐数の語の場合、繋げて書かれる。母音字 <a/e> は <l> の後に繋げて書かれる。
ただ、尐数の語と活用語尾の  <=l_a/=l_e>、/ <=qul_a/=kUl_e>、 
 <=tal_a/=tel_e> の場合は離して書かれる。 
 現代モンゴル文語のこの特徴と比較して、ガンジュール版の一般名詞に現れる子音字 
<q,G,n,m,l,y,r> の後に現れる語末の母音字 <a/e> の綴りの特徴を以下の三つに分け
て検討する。 
 ①ガンジュール版では、子音字 <q,G,n,m,y,r> の後に現れる語末の母音字 <a/e> は
現代モンゴル文語と同様、離して書かれる場合が多い。 
 ②子音字 <n,r> の後に現れる語末の母音字 <a/e> は繋げて書かれるものが尐数現
れる。 
 ③子音字 <l> の後に現れる語末の母音字 <a/e> は現代モンゴル文語と異なり、全て
繋げて書かれる。 
 ガンジュール版の語末の母音字 <a/e> は子音字 <q,G,n,m,l,y,r> の後で現代モン
ゴル文語と同じく書かれる例と現代モンゴル文語と異なって書かれる例を取り上げて、

















 表 4 ガンジュール版における子音字 <q,G,n,m,l, y,r> の後に現れる母音字 <a/e> 
  の表記と現代モンゴル文語の表記の対照 
子音字 
       ガンジュール版 
























 qoyina (53回) 
 doruna(5回) 
223 回現れる。例： 
 qoyin_a  
 dorun_a 
 





































 ガンジュール木版では、子音字 <q,G,n,m,y,r> の後に母音字 <a,e> は、現代モンゴ
ル文語と同じく、語幹から離して書かれるのが多く現れる。 
 この中、子音字 <q,G,m,y> の場合、既に語幹から離して書かれる表記が統一されて
いる。これから見れば、ガンジュール版の刻版される際、<q,G,m,y> に母音字 <a,e> が
離して書かれる正書法が成立されている。 
 子音字 <n,r> の場合は、現代モンゴル文語と異なって連ねて書かれる場合がある。
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子音字 <n> は 223 回語幹から離して書かれるが、58 回語幹に連ねて書かれる。主に方
向を表す語幹に繋げて書かれる。例えば： <qoyina> （53 回）  <doruna>（5
回）など。子音字 <r> は 877 回語幹から離して書かれるが、27 回語幹に連ねて書かれ
る。「年月」を表す <sara> の語幹の場合、子音字 <r>は一番多く語幹に連ねて書か
れる。 
 子音字 <l> の場合、現代モンゴル文語と異なり、全部語幹に連ねて書かれる。例え
ば： <tala> （10 回）、 <udbala> （1 回）。名詞以外、N.POPPE[1974]では <ele>
と表記される「語気助詞」がここでは、111 回現れ、全て語幹に連ねて書かれる。これ
から見れば、ガンジュール木版が刻版される際、子音字 <l> の後に母音字 <a/e> は全
て連ねて書かれる規範があったことが分かる。 
 以上をまとめれば、ガンジュール木版では、子音字 <q,G,n,m,y,r> の後に母音字 
<a,e> は、離して書かれる正書法が殆ど成立している。しかし、子音字 < n,r> の場合
は、例外の連ねて書かれる場合がある。また、子音字 <l> の後に母音字 <a,e> は、現
代モンゴル文語と同じく単語により書き分けることなく、全て連ねて書かれる。 
 次は、1714 年版と 1728 年版における子音字 <q,G,n,m,l,y,r> の後に現れる語末の
母音字 <a/e> の表記を表で示せば、表 5 のようである。 
 
表 5 1714 年版と 1728 年版における子音字<q,G,n,m,l,y,r> の後に現れる母音字 
  <a/e>の表記の特徴 
子音字 1714 年版/1728 年版 
<q,G,y> の後 語幹から離して書かれる。 
  <l>の後 語幹に繋げて書かれる 
<n> の後 
















 子音字 <n> で終わる語幹の場合は、ガンジュール木版と異なり、1714 年では 265
回、1728 年版では 235 回の多くの場合は語幹に連ねて書かれる。1714 年では 35 回、




 子音字 <m> の場合は、1714 年では 369 回、1728 年では 320 回語幹から離して書か
れるが、1714 年と 1728 年では、同じく 11 回語幹に連ねて書かれる。この尐数の語幹
に連ねて書かれる表記がガンジュール木版の中では、統一されて、全て語幹から離して
書かれるようになった。 
 子音字 <r> で終わる語幹の場合は、ガンジュール版と同じく 1714年版では 814回、
1728 年版では 861 回の多くは語幹から離して書かれるが、1714 年版では 62 回、1728
年版では 25 回語幹に連ねて書かれる。 
 子音字<l>で終わる語幹の場合は、ガンジュール木版と同じく全て語幹に連ねて書か
れる。 
 上をまとめれば、ガンジュール木版が刻版される前の木版では、子音字 <q,G,y> の









(1) 「方向」と「～を持っている」を表す接尾辞   
(2) 「～を持つもの」を表す接尾辞    
(3) 副詞を作る派生接尾辞    
 次に、(1) から (3) を順に検討する。 
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2.2.1. 「方向」と「～を持っている」を表す接尾辞    
 現代モンゴル文語では、「方向」と「～を持っている」を表す同じ形を持つ接尾辞に  
が現れ、語幹と繋げて書かれる。 
 例：  <dumdadu>「真ん中の」、  <neretU>「名前を持つ」 
 ガンジュール版では、「方向」と「～を持っている」を表す接尾辞には  と  が現
れる。 は語幹と繋げて書かれる場合と離して書かれる場合がある。 は語幹と離し
て書かれる。 
 ここでは、「方向」と「～を持っている」を表す接尾辞の  を<_du/_dU>で転写し、
を <_tu/_tU>で転写する。 
 ガンジュール版における「方向」を表す接尾辞を「方向」で、「～を持っている」を
表す接尾辞を「持つ」で代表させて、語幹との綴りを表で示せば、表 6 のようである。 
 































 ガンジュール版における「方向」と「～を持っている」を表す接尾辞    のそれ







表 7 ガンジュール版における「方向」と「～を持っている」を表す接尾辞     
   の綴りと出現回数 








回数 354 回 10 回（方向だけに） 849 回 
 赤色の数字は、ガンジュール版に現れる接尾辞   の規範と見なされる特徴を示す。 
 
 表 7 を見れば、ガンジュール版では、多くの 70% は現代モンゴル文語と異なり、 が
現れ、語幹から離して書かれる。出現回数の尐ない  は多くの場合、語幹と連ねて書
かれるが、10 回方向を表す語幹にしか離して書かれない。 
  1714 年版と 1728 年版における「方向」と「～を持っている」を表す接尾辞には、
ガンジュール版と同じく    が現れる。 
 
表 8 1714 年版と 1728 年版における「方向」と「～を持っている」を表す接尾辞     
      の綴りと出現回数 












1728 版出現回数 358 回 7 回（方向と～を持っている） 822 回 
  
 表 8 から見れば、1714 年版と 1728 年版の現れる状況はガンジュール版と殆ど同じ
である。しかし、この二つの木版では、 が語幹から離して書かれるのは、方向を表
す語幹に現れる以外、「～を持っている」を表す場合に 2 回ずつ現れる。 
 例： 
  1714 年版： toG_a_du(09b:23)「数を持つ」 






2.2.2. 「～を持つもの」を表す接尾辞   
 現代モンゴル文語では、「～を持つもの」を表す接尾辞には  が現れ、語幹と繋げ
て書かれる。 
 ガンジュール版では、「～を持つもの」を表す接尾辞には  と  が現れる。 
 ここでは、「～を持つもの」を表す接尾辞の   を<tan/ten> で転写し、を 
<_tan/_ten> で転写する。 
 ガンジュール版における「～を持つもの」を表す接尾辞  と  の語幹との綴り
を現代モンゴル文語と対照して、表で示せば、表 9 のようである。 
 
表 9 ガンジュール版における「～を持つもの」を表す接尾辞   の表記の現代 
     モンゴル文語との対照 
接尾
辞 
















「～を持つもの」を表す接尾辞の   の綴りと出現回数を表で示せば、表 10 のよ
うである。 
 
表 10 ガンジュール版における「～を持つもの」を表す接尾辞は  の綴りと出 
   現回数 
接尾辞   
綴り 語幹に繋げて書かれる 語幹から離して書かれる 
出現回数 57 回 78 回 
  
 ガンジュール版では、現代モンゴル文語と異なり 以外  が現れる。 は現代モ
ンゴル文語と同じく繋げて書かれるが、 は離して書かれる。二つの現れの出現回数
が拮抗している。 
 1714 年版と 1728 年版の「～を持つもの」を表す接尾辞にはガンジュール版と同じ
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く   が現れる。その現れる状況を表で示せば、表 11 のようである。 
 
表 11 1714 年版と 1728 年版における「～を持つもの」を表す接尾辞   の綴りと 
     出現回数 








1714 版 58 回 6 回 26 回 
1728 版 57 回  30 回 
 
 1714 年版と 1728 年版には、ガンジュール版と同じく  が現れる。しかし、ガン
ジュール版では離して書かれる  がより多く現れることに対し、1714 年版では  
の繋げて書かれる表記が多く現れる。また、ガンジュール版では、 が語幹から離し
て書かれないが、1714 年版では  が語幹から離して書かれる場合がある。 
 
2.2.3. 副詞を作る接尾辞    
 現代モンゴル文語では、副詞を作る接尾辞には  が現れ、語幹と繋げて書かれる。 
 ガンジュール版には、副詞を作る接尾辞として   が現れる。 
 ガンジュール版における副詞を作る接尾辞   の綴りと出現回数を表で示せば、表
12 のようである。 
 
      表 12 ガンジュール版における副詞を作る接尾辞   
接尾
辞 


























合がある 。 は語幹から離して書かれる。 
 ガンジュールにおける副詞を作る接尾辞   の綴りと出現回数を表で示せば、表 13
のようである。 
 
 表 13 ガンジュール版における副詞を作る接尾辞   の綴りと出現回数 








回数 219 回 4 回 33 回（数字を表す語幹にしか） 
 
 ガンジュール版には多くの場合は、現代モンゴル文語と同じく  が語幹に繋げて書




 が語幹に連ねて書かれ、 は数字を表す語幹に離して書かれる。 
 1714 年版と 1728 年版における副詞を作る接尾辞にはガンジュール版と同じく   
が現れる。その現れる状況を表で示せば、表 14 のようである。 
 
 表 14 1714 年版と 1728 年版における副詞を作る接尾辞   の綴りと出現回数      








1714 版 185 回 40 回（数字を表す語幹にも） 3 回 
 
 1714 年版と 1728 年版に現れる副詞を作る接尾辞  の用法を調べた結果、 
ガンジュール版と異なるのは、 の語幹から離して書かれる綴りの例には、数字を表
す語幹が現れることである。ガンジュール版では、 が語幹から離して 4 回現れる。
これに対し、1714 版では、40 回現れる。 









れる。ここでは、主に 1714 年版とガンジュール版の単語の表記上の特徴を検討する。 
 二つの木版の単語の表記上の特徴を、主に、以下の 3 つに分けられる。 





(3) 1714 年版とガンジュール版における尐数の例外的現れに見られる現代モンゴル文 
語と異なる表記 


















表 15 1714 年版の多くの場合に現れる、ガンジュール版及び現代モンゴル文語と異な
る表記及びガンジュール版と現代モンゴル文語との対照 
1714 年 ガンジュール 現代モンゴル文語 
 edUiken(3 回) edUyiken(4 回)  edUyiken「これくらい」 
 tedUiken(4回)  tedUyiken(5 回)  tedUyiken「それくらい」 
 erdini(339 回)  
 erdeni(3 回) 
 erdeni(316 回)   
 erdini(25 回) 
 erdeni「宝」 
 kOsUr(32 回) 
 kOser(30 回) 
 kOser (49 回) 
 kOsUr (14 回) 
 kOser「地面」 
qotula   (65 回)  qotala   (69 回)  qotala「全て」 
 OcigedUr(1 回) OcUgedUr(1 回)  OcUgedUr「昨日」 
quGuci+d (1 回) qaGuci+d(1 回)  qaGudi+d「古い」 
 ilegU(4 回)  ilegUU (6 回)  ilegUU「多い」 
 degU (47 回)  degUU (53 回)  degUU「弟」 
 bitegU(5 回) 
 bitegUU(4 回) 
 bitegU (1 回) 
 bitegUU「密封の」 
 linqu_a(6 回)  lingqu_a(6 回)  lingqu_a「蓮」 
sunGaGul=ju(1 回)  sungGaGul=ju(1 回) sungGaGul=ju「伸ばして」 
 赤色で、1714 年版に現れるガンジュール版、及び現代モンゴル文語との異なる特徴を表す。  
 青色で、ガンジュール版に現れる 1714 年版の多くの場合に現れる表記と同じ表記を表す。 
 
 以上の表 15 を見れば、現代モンゴル文語と異なる表記は主に 1714 年版に現れるこ
とが分かる。この中では、以下の表記は中世紀モンゴル文語の表記を継承している。 
 <edUiken>  <tedUiken> の母音字 <U> の後に綴られる子音字 <i> の表記 
 は現代モンゴル文語と異なる。現代モンゴル文語では中位形には で表記される。 
母音字 <O/U> の後に綴られる子音字 <i> は中世紀モンゴル文語では、現代モンゴル文
語と異なり   で表記されることがある。例えば：『孝経』では、 <emUskUi+ben>20
が現れる。これから見れば、1714 年版ではより古い表記の特徴が現れることが分かる。
ガンジュール版では、これが全て現代モンゴル文語と同じく  <Uyi>で表記される。 
  <erdini> は華夷訳語では、「宝－额儿的泥」 である。これから見れば、1714 年
版では、より古い特徴で表記されるが。ガンジュール版では多くの場合、この表記が直
                                                   




 1714 年版に現れる語末の二重母音が書かれない  <ilegU>  <degU> は中世紀モ
ンゴル文語21によく現れる表記である。この表記はガンジュール版では、多くの場合、
現代モンゴル文語と同じく語末の <U> が二重に表記される。例えば：  <ilegUU> 
 <degUU>。これから見れば、この表記はガンジュール版の中で現在の形に統一された
ことが分かる。 
 1714 年版では、現代モンゴル文語と同じく表記される  <kOser>（30 回）と現代
モンゴル文語と異なる表記の  <kOsUr>（32 回） は出現回数で拮抗している。ガン
ジュール版では、多くの場合、現代モンゴル文語と同じく <kOsUr> で表記される。 
 以上の表記以外、口語の特徴が露出する表記が見られる。現代モンゴル文語に表記さ
れる  <lingqu_a>「蓮」、 <sungGaGul=ju>「伸ばさせて」 はハルハ方言では、
линхуа と сунгаагулжу である。これから見れば、1714 年版に現れる  <linqu_a> 
 <sunGaGul=ju> は、口語の特徴が露出する表記である。同じく、現代モンゴル文








 1714 年版とガンジュール版の多くの現れに見られる現代モンゴル文語の表 








                                                   
21 Dobu [1983：142]  
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表 16 1714 年版とガンジュール版における現代モンゴル文語と異なる共通の表記 
   及び現代モンゴル文語との対照 
特徴 番号 1714 年とガンジュール版 現代モンゴル文語 
母音字 
の違い 
1  Gau (8 回) (11 回)  Guu「溝」 
2  GutaGar (10 回) (14 回)  GutuGar「第三番」 
3  jurum (1 回) (2 回)  jirum「規則」 
4  jaGa=ju (3 回) (5 回)  jiGa=ju「教えて」 
5  OrgUn (1 回) (1 回)  Orgen「広い」 
6  niriGun (1 回) (1 回) niruGun「背中」 
7  kOtel=jU (3 回)(3 回) kOtUl=jU「引いて」 
8 turu=Gsan (1 回)(3 回) tura=Gsan「痩せた」 
9 
kOken (1 回)  kOke (1 回) 
kOke=gsen (1 回)(1 回) 
 kOkU「乳房」 
 kOkU=gsen「乳を飲む」 
10  UgUr= (10 回) (7 回)  egUr=cU「背負って」 
子音字
の違い 
11  qabar (7 回) (6 回)  qamar「鼻」 
12  emle=n (8 回) (8 回)  emne=n「治って」 
13  tanglai (1 回) (1 回)  tangnai「口蓋」 
14  samla=qui (1 回) (1 回)  samna=qu「梳る」 
15  gemle= (2 回) ( 2 回)  gemne=「悲しむ」 
16  menekei (2 回) (2 回)  melekei「蛙」 
17  umtara= (6 回) (3 回)  untaGa=「消える」 




 debel (105 回) (111 回) 
 degel (22 回) (11 回) 
 debel「デール」 
 degel「デール」 
20  bisiGu  (1 回) (1 回)  busiGu「敏捷な」 
21  cib= <語幹> (5 回) (6 回)  jib=「沈む」<語幹> 
22  cingle=jU (1 回) (2 回)  jingle=jU「計り」 
23  keregUr (2 回) (1 回)  keregUl「口喧嘩」 
24  irUger (8 回) (8 回)  irUgel「祝詞」 
25  UjUg (2 回) (2 回)  UsUg「文字」 









27  Guyi= (4 回) (5 回)  Guyu=「求める」 
28 
 
 gUi= (4 回) (3 回) 
 gUyU= (1 回) (1 回) 
 gUyU=「走る」 
29  nege= (32 回) (33 回)  negege=「開ける」 
30  tUge=jU (3 回) (11 回)  tOgege=jU「配って」 
31  jOge= (3 回) (3 回)  jOgege=「運ぶ」 
32  cOle (9 回) (9 回)  cilUge「暇」 






でもこの表記で現れる。ガンジュール版と 1714 年版では全て  <qabar> が現れるこ
とから見れば、現代モンゴル文語に表記される  <qamar> は 18 世紀前半の木版では
現れないことが分かる。 
 現代モンゴル文語では、「渇く」の意味を、 <umdaGas=>と <undaGas=>の二つ
の綴りで表記することが可能である。二つの木版では、 <umdaGas=>（18 番）が現
れ、 <undaGas=> が現れない。これと同じく、 <umtara=>（17 番）「のどが渇く」
が現れる。この単語は現代モンゴル文語では、 <untara=>でしか表記されない。 
  <degel>（19 番）は現代モンゴル文語では、 <debel> と  <degel> の二種類
で表記される。中世紀モンゴル文語が記される<<bodisdu_a cary_a awadar-un tayilburi
（入菩提行論）>> では、 <degel>23 が現れる。『元朝秘史』では「迭格勒」24と記さ
れる。これから見れば、二つの木版に尐数現れる<degel> はより古い時代の表記である。 
  <bisiGu>（20 番）「敏捷」は『満洲実録』にも現れる。『五体清文鑑』では、「敏
捷」は同じく  <bisiGu> で表記される。これから見れば、現代モンゴル文語では「敏
捷」を表す  <busiGu> は 18 世紀では  <bisiGu> で表記される。 
  一部分の単語の語幹の母音字が現代モンゴル文語と異なる。この中では、口語の露出
と推定することが可能な表記は以下のものである。例えば：<jurum>（3 番）は現代
                                                   
22 栗林均 [2009：354] 
23 Dobu [1983：167] 
24 栗林均 [2009：136] 
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モンゴル文語では、 <jirum> と書かれて、[dʒʊrɑ̆m]と発音される。二つの木版では 
<jurum>と表記され、第一音節の母音字が <u> で表記されるのは、口語の現れであ
ると考えられる。同じく <jaGa=ju>（4 番）「教えて」は現代モンゴル文語では、 
<jiGa=ju> と表記され[dʒɑːx]と発音される。 <OrgUn>（5 番）「広い」は現代モン
ゴル文語では、 <Orgen> と表記され[orɡŏn]と発音される。 <UgUr=> （13番）
「背負う」は現代モンゴル文語では  <egUr=> と表記され、[uːrə̆x]と発音される。 
 現代モンゴル文語では子音字 <m,ng> の後に綴られる子音字 <n> が二つの木版では
子音字 <m>で表記される。表 16 の 12-15 番の  <emle=n>、  <tanglai>、  
<samla=qui>、 <gemle=>は現代モンゴル文語では、それぞれ<emne=n>, 
 <tangnai>, <samna=qu>,  <gemne=> と表記される。 
 現代モンゴル文語では頭位形に現れる子音字 <j> が 二つの木版では <c> で表記さ
れる場合がある。表 16 の 21 番の  <cib=>「沈む」、22 番の  <cingle=jU>「計る」





















表 17 1714 年版とガンジュール版における出現回数の尐ない例外的現れに見られる、 
   現代モンゴル文語と異なる表記及び現代モンゴル文語との対照 




 ebedcin (29 回) (43 回) 
 ebecin (16 回) (1 回)  
   ebedcin「病気」 
 oGtarGui (80 回) (86 回) 
 oGtarGu (7 回) (5 回) 
   oGtarGui「天空」 
 
               jarliG (689 回) (689 回) 
  jarlaG (2 回) (3 回) 
   jarliG「仰せ」 
  ergU= (201 回) (164 回) 
  OrgU= (3 回) (30 回) 
   ergU=「持ち上げて」 
  cerig (57 回) (31 回) 
  cirig (1 回) (26 回) 
   cerig「兵士」 
  abari= (7 回) (7 回) 
  abara= (1 回) (1 回) 
   abari=「登る」 
  joba= (119 回) (116 回) 
  jobu= (1 回) (1 回) 
   joba=「悲しむ」 
  ebesUn (13 回) (14 回) 
  ebUsUn (1 回) (1 回) 
   ebesUn「草の」 
 ucira= (67 回) (66 回) 
 ucara= (5 回) (7 回) 
   ucira=「出会う」 
 tabduGar (3 回) (4 回) 
 tabdaGar (3 回) (3 回)  
   tabuduGar「第五」 
 jarliG (689 回) (689 回) 
 jarlaG (2 回) (3 回) 
   jarliG「仰せ」 
子音字が
異なる 
 tejiye= (29 回) (31 回) 
 tejige= (7 回) (3 回) 
   tejiye=「養う」 
 ukila= (36 回) (31 回) 
 uyila= (9 回) (15 回)  
   ukila=「泣く」 
 olangki (4 回) (4回) 
 olanki  (2 回) (1 回) 
   olangki「多数の」 
音節が異
なる 
 sirui(17回) (17回) 
 siruGai (1回) (1回) 
 siruG_a (1 回) (1回) 
   sirui「土」 
 赤色では、出現回数の尐ない例外的現れを示す。 
 






  <oGtarGu>、  <uyila=>、   <tejige=> は中世紀モンゴル文語に現れる。
 <oGtarGu> は <<bodisdu_a cary_a awada-un tayilburi>> に現れる。例えば：kOke 
oGtarGu25「青空」。 <uyila=>、 <tejige=> は『孝経』に現れる。例えば： UlU uyila=n26
「泣かずに」。ecige eke-yUgen tejige=n27「両親を養い」。 
 より古い表記を継承している以外、口語の発音を反映した表記が現れる。例えば、現
代モンゴル文語では「病気」の意味を表す単語は、ebedcin「病気」と綴られ、
[obtʃin] と発音される。つまり二つの木版に現れる ebecin に対応する。 
 










  ① 母音字の前の子音字 <n> は、ほとんど点が無い字形で現れる。 
    例： nigen(179a:10)「一つ」 
  ② 母音字の前の子音字 <G> は点を持たない。 
    例： qaGan(179b:26)「皇帝」 
  ③ <s> の末位形には、ほとんど  が現れる。 
    例：  ulus(179a:18)「衆民」 
                                                   
25 Dobu [1983：175] 
26 Dobu [1983：114]  
27 Dobu [1983：96] 
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  ④ 子音字 <c><j> の中位形に    が区別なく使われる。 
    例： saGu=ju(180a:10)「座って」     cicire=ged(181b:06)「震えて」 
  ⑤ 子音字 <w> の頭位形と中位形は  の字形で表記される。 
    例：  taw'ar(211a:13) 「貨物」 
 N.POPPE[1974]の文法書と同じ、現代モンゴル文語と異なる特徴は以下のものである。 
  ⑥ 子音字 <y> の頭位形と中位形はカギのない  の字形で表記される。 
    例： yeke(182b:20)「大きい」 
2) 例外的な表記は以下のようであり、N.POPPE[1974]の特徴と異なる特徴と同じ特徴が
現れる。 
 N.POPPE[1974] の文法書と異なる特徴は以下のものである。 
  ① 母音字<e>の頭位形に の字形が現れる。 
        例：  e'mUs=U=ged(292a:19)「着て」 
  ② 母音字 <o/u> の頭位形に  の字形が現れる。 
    例：  u'sun (391a:21)「水」 
  ③ 母音字 <O,/U> の頭位形に の字形が現れる。 
    例：  OmkUre=n(346a:28)「転んで」 
    母音字 <O, U> の頭位形に子音字の後に の字形が現れる。 
    例：  nUkele=(181a:1)「穴を開けろ！」 
  ④ 子音字 <S> の頭位形に尐数の  の字形が現れる。 
    例：  S'asin(281b:05)「宗教」 
  ⑤ 子音字 <d> の頭位形と中位形の子音字の前に尐数の  の字形が現れる。 
    例： (378b:13) 「声」   od=bai(198b:18)「行き去った」 
    ⑥ 子音字 <c> が子音字の前に現れる。 
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    例： kicki=jU「踏んで」  
 N.POPPE[1974]の文法書と同じ特徴は以下のものである。 
  ⑥ 子音字 <n> の尐数に点を持つ表記が現れる。 
    例：  un'a=bai(180b:28)「落ちた」 
  ⑦ 子音字 <G> の尐数に点を持つ表記が現れる。 
    例： qalG'a=bai(289b:21)「近づかせない」 
  ⑧ 子音字<s>の中節末位形に尐数の  の字形が単音節字に現れる。 
    例： bOs'(271a:19)「布」 
  ⑨ 子音字 <w> の頭位形と中位形に尐数の  の字形の現れる。 
    例： tawar(209a:30)「貨物」 
(2) 1714 年版と 1728 年版のモンゴル文字の字形の特徴は、以上のガンジュール版の特
徴と殆ど同じであるが、ガンジュール版に現れない、あるいはガンジュール版と異なる
特徴が見られる。 
 1714 年版と 1728 年版に現れる出現回数の多い字形の特徴には、以下のガンジュー
ル版と異なる特徴が現れる。 
   ① 1714 年版には、子音字 <S> の頭位形に多くの場合、 の字形が現れる。 
  ② 1728 年版には、子音字 <c><j> の中位形に  の字形しか用いられない。 
 1714 年版と 1728 年版に現れる出現回数の尐ない字形の特徴には、以下のガンジュ
ール版と異なる特徴が現れる。 
  ③ 1714 年版には、子音字 <G>に点を持つ表記が現れない。 




① 子音字 , ,,,, <q,G,n,m,l,r> の後に現れる母音字 <a/e> 




 子音字 <l> の後に現れる語末の母音字 <a/e> は現代モンゴル文語と異なり、全て繋
げて書かれる。例：udbala「菊の花」 
②「方向」と「～を持っている」を表す接尾辞   
 「方向」と「～を持っている」を表す接尾辞には  以外  が現れる。 には尐数
の語幹から離して書かれる場合があり、「方向」を表す語幹に現れる。 は語幹と離し
て書かれる。 
 例： emUne_dU(144b:06)「南の」 qour_tu(185a:12)「毒を持つ」 
3)「～を持つもの」を表す接尾辞   
  は子音字 <G,r> で終わる語幹から離して書かれる。出現回数は  の出現回数
と拮抗している。 
 例：ijaGur_tan(225b:08) 「貴族の」 
4) 副詞を作る派生接尾辞   
  は極めて尐数の場合、現代モンゴル文語と異なり、語幹から離して書かれる。 は
数尐なく現れ、数字を表す語幹にしか離して書かれる。 
 例： yeke_de(305b:15) 「大いに」  jaGun_ta(281b:21) 「百回」 
(2) 1714 年版と 1728 年版にはガンジュール版に現れない綴り上の特徴が現れる。 
① 子音字 , ,,,, <q,G,n,m,l,r> の後に現れる母音字 <a/e> 
 子音字 <n> の後に現れる語末の母音字 <a/e> は多くの場合、現代モンゴル文語と異
なり語幹と繋げて書かれる。例： qoyina「後ろ」 
 子音字 <m> の後に現れる語末の母音字 <a/e> の尐数は、現代モンゴル文語と異なり
語幹と繋げて書かれる。例： 
②「方向」と「～を持っている」を表す接尾辞   
  が語幹から離して書かれるのは、ガンジュール版と同じく方向を表す語幹に現れ
る以外、「～を持っている」を表す場合に現れる。例： toG_a_du(09b:23) 
③「～を持つもの」を表す接尾辞   
 ガンジュール版では離して書かれる  がより多く現れることに対し、1714 年版と
1728 年版では  の繋げて書かれる表記が多く現れる。また、1714 年版では  が語
幹から離して書かれる場合がある。例： 







① 子音字 , ,,,, <q,G,n,m,l,r> の後に現れる母音字 <a/e> 
 子音字 <n, m> の後に現れる語末の母音字 <a/e> は離して書かれるようになった。 
 例： qoyin_a「後ろ」    yaGum_a「物」 
②「～を持つもの」を表す接尾辞   
  は現代モンゴル文語と同じく全て語幹に連ねて書かれるようになった。 
 例： toGatan(189b:11) 「がずを持つ」 
4) 副詞を作る派生接尾辞   
  は殆ど現代モンゴル文語と同じく語幹と繋げて書かれるようになった。 
 例： UrgUljide(211b:22) 「常に」 
単語の表記上の特徴 
(1) ガンジュール版と 1714 年版には、より古い時代の表記と口語の露出が見られる 
中世紀モンゴル文語に現れる古い表記の特徴が見られる。この古い表記の表れは 1714
年版にも現れる。例： <qabar>「鼻」、 <oGtarGu>「空」、  
  <uyila=> 「泣く（語幹）」、  <tejige=>「養う（語幹）」など。 
 口語の露出が見られる。例えば： <jurumm>「規則」,  <jaGa=ju>「教えて」。




1) 1714 年版に現れるが、ガンジュール版に現れない単語の表記は以下のものである。 
 より古い時代の表記を引きづいでいる表記には以下のものがある。 
① <edUiken>  <tedUiken> の母音字 <U> の後に綴られる子音字 <i> の表記 
 は現代モンゴル文語と異なる。 
②  <erdini>、 <kOsUr> などの母音字の表記が現代モンゴル文語と異なる。 
③  <ilegU> 、 <degU>などの語末の二十母音が書かれない表記が現代モンゴル文
語と異なる。 
 口語の発音を反映した表記には以下のものがある。 
 例： <linqu_a>  <sunGaGul=ju>  <quGuci+d>、 <OcigedUr>など。 
2) 1714 年版と異なるガンジュール版により成立された単語の表記の規範は以下の表記
に現れる。 
 ①母音字 <U> の後に綴られる子音字 <i>は現代モンゴル文語と同じく に表記され
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る。例えば：edUyiken、  tedUyiken 
 ②  <ilegUU>  <degUU>等の単語の語末の<U>が二重に綴られる。 
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1.1 属格語尾について  
 N. Poppe [1974:§281～§283] の属格語尾には次の三つの形が挙げられている。 
①  <-yin> は母音字で終わる語幹に付く。②  <-un/-Un> は <n> 以外の子音字で 
終わる語幹に付く。③  <-u/-U> は子音字 <n> で終わる語幹に付く。これらはいずれ 
も語幹から離して書かれる。 
 ガンジュール版では、属格を表す語尾とその用法の多くは、N. Poppe [1974] と同じ
であるが、それと異なる口語の現れ、表記のゆれ等の特徴が見られる。ガンジュール版
における属格語尾の種類とその用法を出現回数の多い形と出現回数の尐ない形に分け







     表 18 ガンジュール版における属格語尾の種類とその出現回数 
出現回数の状況 語尾 語幹末字 現れる回数 
出現回数が多い 
 ①  -yin 母音字 1076 回 
 ②  -un/-Un <n>以外子音字 1351 回 
 ③  -u/-U 子音字 n 1971 回 
出現回数が尐ない 
 ②  +un/+Un <n>以外子音字 19 回 
 ③  -u/-U 母音字 1 回 
 ④  -I 子音字 n 53 回 
 属格語尾として現れる  を<-I>で転写する。 
 赤色では、ガンジュール版の規範と見なされる特徴を示す。以下同様。 
 
 表 18 から見れば、出現回数の多い規則的な現れは、ガンジュール版の規範と見なす 
ことができる。その現れは以下のようなものである。 
(1) 属格を表わす語尾に  <-I> が用いられる。例： 
       kObegUn-I(322a:28)「息子の」 
    qaGan-I(204a:21)「皇帝の」 
 表 18 からみれば、子音字 <n> で終わる語幹に付く形としては  <-u/-U> が圧倒的に
多い（1971 回）。語尾  <-I> は全て子音字 <n> で終わる語幹に付くことから見れば、
 <-I> は  <-u/-U> の変異体と見なすことができる。 
 属格を表す  <-I> については、N. Poppe [1974:§284] では、それは属格  <-u/-U> の
口語の現れと指摘している。この口語の音形は現代ハルハ方言に現れる。属格語尾  
<-u/-U> が子音字 <n> で終わる語幹に現れる場合、[i]で発音される。例えば：  
<congqun-u>「窓の」はハルハ語では、цонхны28 である。 
(2) 語尾  <+un/+Un> が語幹に連ねて書かれる場合がある。例： 
      ger+Un (266b:30)「家の」 
       aGula+s+un (285b:24)「山々の」 
 Dobu[1983] では、 <-un/-Un> は多くの場合語幹から離して書かれるが、尐数ながら
語幹に連ねて書かれる場合もある。語幹に連ねて書かれる  <+un/+Un>は、ガンジュー
ル版では 19 回現れ、 の総数の 2％を示す。これから見れば、 の語幹との綴りは、
ガンジュール版の刻版する時に、殆ど統一されていたことが分かる。 
                                                   
28 塩谷茂樹 [2011：83]  
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(3) 語尾  <-u/-U> が母音字で終わる語幹に現れる。例： 
     qojuGula-u (237b:02)「切り株の」 




 N. Poppe [1974:§284] では、非古典式モンゴル文語では、口語の影響で、 <-yin>  
<-un/-Un>  <-u/-U> は不規則的に使われる場合があると指摘している。 
 1714 年版と 1728 年版では、属格を表す語尾とその用法の多くは、ガンジュール版
に現われるものと同じであるが、それ以外にガンジュール版と異なる語尾が現われる。
1714 年版と 1728 年版における属格語尾とその出現回数を表で示せば、表 19 のようで
ある。 
 
    表 19  1714 年版と 1728 年版における属格語尾とその出現回数 
格 語尾 語幹末字 
現れる回数 




-yin 母音字 1024 回 1033 回 




1374 回 1365 
+un/+Un 14 回 21 回 
 -u/-U 子音字 n 1959 回 2520 
 -I 
子音字 n 55 回 34 




子音字 n  1 回 
 
母音字 1 回 
 網かけの項目は、ガンジュール版と異なる現われを示す。（以下同様） 
 
 表 19 で見れば、1714 年版と 1728 年版の現われにはガンジュール版と異なる特徴が
現われる。以下は表 19 の上から下への順に検討する。 
                                                   
29 M.H.奥尔洛夫斯卡娅 [2004 : 24] 
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(1) 1714 年版と 1728 年版で共通に現われる特徴： 
  <+yin> が母音字で終わる語幹に連ねて書かれる。 
 1714 年版では 1 回現われる。例： 
   tusa+yin (230a:01)「利益の」 
 1728 年版では 2 回現われる。 
  Oglige+yin(91b:09)「布施の」 
  qudalduci+yin(194b:15)「商人の」 
(2) 1714 年版だけに現われる特徴 
1) 1714 年版では、1 回だけ語尾  <-I> が子音字 <d> で終わる語幹に現れる。例： 
    qoyar eteged-I (11a:09)「両側の」 
2) 1714 年版では、属格に （2 回）が行末に現れる。例： 
     Gau-nu/Gau-u (08a:17)「穴の」 
      noyan-nu/noyan-u (218b:13)「ノヤンの」 
 元朝秘史では、<-nu/-nU> が 95 回現れ全て子音字 <n> で終わる語幹に現れる。これ
から見れば、子音字 <n> で終わる語幹に属格語尾  <-u/-U> が現れる場合、子音字 <n> 
が繰り返して書かれて  <-nu/-nU> の形になる。 
 
1.2 対格語尾について 
 N. Poppe [1974:§288] では対格語尾に次の二つの形が挙げられている：①  <-i> 子
音字で終わる語幹に付く。②  <-yi> 母音字で終わる語幹に付く。この二つはいずれも
語幹から離して書かれる。 
 ガンジュール版の対格を表す語尾の多くは、N. Poppe [1974] に記されている形と同
じであるが、それ以外に、N. Poppe [1974] と異なる口語の現れ、表記のゆれ等も見ら
れる。ガンジュール版における対格語尾の種類とその用法を出現回数の多い形と出現回









     表 20 ガンジュール版における対格語尾の種類と出現回数 
出現回数の状況 語尾 語幹末字 現れる回数 
出現回数が多い 
 ①  -i  子音字 2410 回 
 ②  -yi 母音字 756 回 
出現回数が尐ない 
 ①  +i 母音字 160 回 
 ③  -u 子音字 n 6 回 
 ④  -ni 母音字 2 回 
  
 ガンジュール版の対格語尾の出現回数の多い規則的な特徴は POPPE[1974] と同じで
ある（例を省略）。しかし、それに加えて、次のような尐数の例外的な現れが見られる。 
(1) 語尾  <+i> が語幹に連ねて書かれる（160 回）。例： 
      boljumur+i (252a:06)「小鳥を」 
     Uge+s+i(195a:03)「言葉（複数）を」 
  <-i> は中世紀モンゴル文語では、多くの場合語幹から離して書かれるが、語幹に連
ねて書かれる場合もある。ガンジュール版では、 が語幹に連ねて書かれるのは、 の
総数の 6％を示す。  
(2) 対格語尾として  <-u/-U> という形が現れる（14 回）。 
  全て子音字 <n> で終わる語幹に現れる。例： 
      idegen-U ergU=n (327a:09)「食べ物を差し上げて」 




(3) 対格語尾として、（<-ni> あるいは <-i（独立形）>）という形が現れる（2 回）。       
 例： 
     Ur_e-ni/ Ur_e-i (196b:28)「結果を」 
     bUkU-ni/bU=kU-i (372a:16)「全てを」 
  は <-ni>と<-i> の両方の解釈が成り立つ。 が <-ni>であれば、ガンジュール版
に現れる語尾  <-ni> は『元朝秘史』に対格語尾として現れる「泤」という形と対応す
                                                   
30 Xongqur [1996 : 256] 
31 栗林均 [2001：269] 
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ると考えられる。「泤」は子音字 <n> で終わる語幹に現れて、語幹末子音字 <n> が重
なった形である。 
 1714 年版と 1728 年版では、対格を表す語尾とその用法の多くは、ガンジュール版
に現われるものと同じであるが、それ以外にガンジュール版と異なる語尾が現われる。 
 
表 21 1714 年版と 1728 年版における対格語尾の現れる形とその出現回数、及び 
   使用環境 
格 語尾 語幹末字 
現れる回数 




母音字 727 回 785 回 
子音字 10 回  
+yi 母音字 1 回 15 回 
 
-i 子音字 2431 回 2516 回 
+i 母音字 134 回 125 回 
 -u/-U 子音字 n 13 回 7 回 
 -gi 母音字 1 回  
  
+i_yi 母音字 4 回  
-i_yi 子音字 1 回 
  
 表 21 で見れば、1714 年版と 1728 年版の現われにはガンジュール版と異なる特徴が
幾つか現われる。以下は表 21 の上から下への順に検討する。 
(1) 1714 の木版では、 <-yi>は子音字で終わる語幹に現れる。子音字 <ng> の後に 9
回現れ、子音字 <g> の後に 1 回現れる。1728 年版に現われない。例： 
     tabcang-yi (48b:13)「高座を」 
     silUg-yi (10a:30) 「詩を」 
  <-yi>は子音字で終わる語幹に現れる形は、17 世紀の『黄金史』に見られる。M.H.
奥尔洛夫斯卡娅[2004：19] によれば、「古い文献では、対格語尾の使い分けがはっきり
ではなかった。母音字の後に<-i>が現れる場合があれば、子音字で終わる語幹に<-yi>





(2) 1714 年版と 1728 年では、 <+yi> が語幹と繋げて書かれる。 
 1714 年版に 1 回現われる。例： 
       Uile+yi (201b:07)「行為を」 
 1728 年版では 15 回現われる。例： 
    bUgUde+yi(155a:17)「全てを」 
    Uge+yi(102b:07)「言葉を」 
 1728 年の現われる回数が 1714 年版より多い。 
(3) 1714 年版の対格語尾に  <-gi> が現われる。 
     degU-gi (157b:25)「弟を」 
  <-gi>は母音字で終わる語幹に 1 回用いられる。現代モンゴル文語では、 の口語
の発音を[(g)I]と記している。これから見れば、<-gi> は <-yi> の口語の現われである。 
(4) 1714 年版では   <+i_yi>、1728 年では<-i_yi>の二つの対格語尾が重ねて現れる場
合がある。 
 例： 
      tOre+i_yi(28b:06)「政治を」 
        Kautam-i_yi(41a:25)「ゴータマを」 
  1728 年に現れる-i_yiの出現位置は 1724 年版と同じである。両方ともKautam「ゴ
ータマ」の語幹に現れる。これは、1728 年版は 1714 年版を基にして作られた証拠で
ある。 
 
1.3  与格語尾について 
 N. Poppe [1974] では、与格語尾と位格語尾を与位格語尾（Dative-Locative）とし 
て一緒にしているが、ここでは与格語尾と位格語尾に分けて検討する。 
 N. Poppe [1974:§285] では与格語尾に次の二つの形が挙げられている。 
     ①  <-dur/-dUr> は母音字と子音字 <n,m,l,ng> で終わる語幹に付き、 
     ②  <-tur/-tUr> 子音字 <b,G/g,r,s,d>で終わる語幹に付く。 
 現代モンゴル文語では  <-du/-dU>  <-tu/-tU> の二つの形が挙げられる。 
     ③  <-du/-dU> は母音字と子音字 <n,m,l,ng> で終わる語幹に付き、 
     ④  <-tu/-tU> は子音字 <b,G/g,r,s,d> で終わる語幹に付く。 
 ガンジュール版の与格語尾の多くは、N. Poppe[1974]と同じであるが、尐数の例外的
な特徴が現れる。それらは N. Poppe [1974] に現れない。また現代モンゴル文語の与格
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語尾と同じ形の   が現れる。 
 ガンジュール版における対格語尾の種類とその用法を出現回数の多い形と出現回数
の尐ない形で分けて示せば、表 22 のようになる。  
 
    表 22 ガンジュール版における与格語尾の種類とその出現回数 




①  -dur/-dUr 母音字と子音字 n,m,l,ng 3879 回 
②  -tur/-tUr 子音字 b,G/g,r,s,d 1462 回 
出現回数が尐ない 
①  -dur/-dUr 子音字 b,G/g,r,s,d 5 回 
②  -tur/-tUr 母音字と子音字 n,m,l,ng 28 回 
③  -du/-dU 母音字と子音字 n,m,l,ng 13 回 
④  -tu/-tU 
子音字 b,G/g,r,s,d 10 回 
母音字と子音字 n,m,l,ng 4 回 
  は語幹から離して書かれる場合 <-tur/-tUr> で転写する。 は語幹から離して書かれる
場合<-dur/-dUr>で転写し、連ねて書かれる場合、<+dur/+dUr> で転写する。同じく  は 
<-tu/-tU> で転写し、は <-du/-dU>で転写する。） 
 
 上の表 22 で見れば、ガンジュール版では、与格語尾  <-dur/-dUr> が母音字と子音 
字<n,m,l,ng> で終わる語幹に付くのが 99.8%を示し、 <-tur/-tUr> が子音字  
<b,G/g,r,s,d> で終わる語幹に付くのが 97% を示す（例は省略）。つまり、蒙文ガン 
ジュール木版が刻本された当時は、 <-dur/-dUr>  <-tur/-tUr> の使われる環境（用 
法）が確立されていたことが分かる。しかし、これ以外にも、文法書に現れない語尾、 
あるいは使い方が異なる語尾が現れる。 
(1)  は子音字 <b,G/g,r,s,d> で終わる語幹に現れる（5 回）。例 
      qoyar-dur(272a:22)「二人に」 
     ir-dUr (256a:29)「刃に」 
  <-dur/-dUr> が子音字<b,G/g,r,s,d> で終わる語幹に離して書かれるのは、





(2)  は母音字と子音字<n,m,l,ng> で終わる語幹に現れる（28 回）。例： 
       mOren-tUr(202a:18)「江に」 
 Dobu[1983] では、与格語尾が語幹から離して書かれる形は  <-tur/-tUr> しか現れ 
ない。栗林均[1999：126] によれば、「中世紀モンゴル文語の 16 種類の文献資料にお 
いて  <-tur/-tUr>という形だけが現れ、という形は存在しない」。これから見れば、 
ガンジュール版の  <-tur/-tUr> が母音字と子音字<n,m,l,ng> で終わる語幹に現れ 
る現象は、中世紀モンゴル文語の正書法の残存であると考えられる。 
 1728 年版の与格語尾の現われる状況はガンジュール版と殆ど同じである。 
 1714 年木版に現れる与格語尾の形を調べれば、 が  より多く現れる。1714 年
版における対格語尾の種類とその用法を出現回数の多い形と出現回数の尐ない形で分
けて示せば、表 23 のようになる。 
 
      表 23 1714 年版における与格語尾の種類とその出現回数 
1714 年版の与格語尾 
出現回数の状況 語尾 語幹末字 現れる回数 
出現回数が多い  -dur/-dUr 
母音字と子音字 n,m,l,ng 720 回 
子音字 b,G/g,r,s,d 22 回 
出現回数が多い  -tur/-tUr 
子音字 b,G/g,r,s,d 1467 回 
母音字子音字 n,m,l,ng 2088 回 
出現回数が尐ない 
 -du/dU 母音字と子音字 n,m,l,ng 8 回 
 -tu/-tU 
子音字 b,G/g,r,s,d 10 回 
母音字と子音字 n,m,l,ng 9 回 
 -tu'r/-tU'r 子音字 r 1 回 
  
 表 23 で見れば、1714 年版に現れる与格語尾では、最も数多く現れるのは、 であ
り、母音字と子音字 <n,m,l,ng> で終わる語幹に 2088 回現れ、子音字 <b,G/g,r,s,d> 
で終わる語幹に 1467 回現れる。つまり、1714 年版の与格の規範と見なす特徴は、 
<-tur/-tUr> が語幹末字により書き分けられないことである。 
 これから見れば、1714 年版を刻版するときに、 <-dur/-dUr>  <-tur/-tUr> の使




(3) 与格語尾には、 <-du/dU>   <-tu/-tU> という形が現れる。  
 <-du/dU> は母音字と子音字 <n,m,l,ng> で終わる語幹に現れる（13 回）。 
<-tu/-tU> は子音字 <b,G/g,r,s,d> で終わる語幹に現れる（10 回）以外、母音字と子
音字<n,m,l,ng> で終わる語幹に現れる（4 回）。例： 
  <-du/-dU>（13 回）： 
     amin-du(266b:30)「命に」 
  <-tu/-tU>： 
 ① 子音字<b,G/g,r,s,d>で終わる語幹に現れる場合（10 回） 
     UjUgUr-tU(351b:09)「端に」 
 ② 母音字と子音字<n,m,l,ng>で終わる語幹に現れる場合（4 回） 
       tariyalang-tu (358a:06) 「農地に」 
       yirtincU-tU (421b:13)「世間に」 
  語尾  <-du/dU>  <-tu/-tU> は、現代モンゴル文語に現れる。M.H.奥尔洛夫斯卡娅 
[2004：34] によれば、「<-dur/-dUr> <-tUr/-tUr>は文章語の形式で、<-du/-dU><-tU/-tU>
は口語の形式である」。ガンジュール版では、 <-du/-dU>  <-tu/-tU> の現れる回数が
僅かであるが、 <-du/-dU> の用法は現代モンゴル文語と同じである。 <-tu/-tU> の
用法は現代モンゴル文語と異なり、語幹末の母音字と子音字により、書き分けられない。 
  <-du/-dU>  <-tu/-tU> は 17 世紀以前の文献ではほとんど現れないが、17 世紀の
『黄金史』、また『アルタンハーン伝』には現れる。『アルタンハーン伝』では  <-du/-dU> 
 <-tu/-tU> の現れる回数と出現環境を調べれば、 は母音字と子音字<n,m,l,ng> の
後に 10 回現れ、 <-tu/-tU> は子音字 <b,G/g,r,s,d> の後に 2 回、母音字と子音字 
<n,m,l,ng> に 1 回現れる。これから見れば、 <-du/-dU>  <-tu/-tU> は 17 世紀の写
本『アルタン・ハーン伝』の書かれた当時に与格語尾として現れていたことが分かる。 
 N. Poppe [1974:§286] では、「古典式モンゴル文語ではない文語には、 <-du/-dU>  
<-tu/-tU>が使われる」32と指摘している。 




                                                   
32 N. Poppe [1974：75] 
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1.4  位格語尾について 
 N. Poppe [1974:§287] では、位格語尾に①  <-a/-e> が挙げられている。子音字で
終わる語幹に離して書かれる。 
 ガンジュール版の位格を表す語尾に、N. Poppe [1974] で古典式モンゴル文語の特徴
として現れない形が見られる。ガンジュール版における位格語尾の種類とその用法を出
現回数の多い形と出現回数の尐ない形で分けて示せば、表 24 のようになる。 
 
     表 24 ガンジュール版における位格語尾の種類と出現回数 
出現回数の状況 語尾 語幹末字 現れる回数 
出現回数が多い   ①  -a/-e 子音字 320 回 
出現回数が尐ない 
  ②  -ta/-te 子音字 d 4 回 
  ③  
-da/-de 
母音字 23 回 
子音字 1 回 
+da/+de 
子音字 6 回 
母音字 21 回 
  
 ガンジュール版では、出現回数の多い形  <-a/-e> は子音字で終わる語幹に現れる。
つまり、これはガンジュール版の位格語尾の規範と見なすことができる現れである（例
は省略）。しかし、これ以外にも、  という形が現れている。 
  N. Poppe [1974:§287] では、「 <-ta/-te>  <-da/-de> は古典式モンゴル文語以前
に現れる語尾である」33と指摘している。Dobu[1983] では  <-ta/-te> という形だけが
現れ、 <-da/-de> という形は現れない。ガンジュール版では  <-da/-de> の現れる回
数が  <-ta/-te> より多い。 <-da/-de> <+da/+de> は語幹から離して書かれる場合と、
繋げて書かれる場合がある。 <-ta/-te> は子音字 <d> で終わる語幹にしか現れない。
例： 
   <-da/-de> が語幹から離して書かれる場合（24 回）： 
         yadaGun-da (343a:01)「貧乏人に」 
     <+da/+de> が語幹に連ねて書かれる場合（8 回）： 
         degerem+de (340b:17)「強盗に」 
     nasu+da(69b:09)「一生に」 
                                                   
33 N. Poppe [1974：75] 
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  <-ta/-te> が語幹から離して書かれる場合（4 回）： 
         nOkUd-te(381a:07)「友（複数形）に」 
 ガンジュール版では、 は子音字で終わる語幹と連ねて書かれるほか、母音字で終
わる語幹に 21 回連ねて書かれている。例： 
      nasu+da(254a:06)「一生に」 
 1714 年版と 1728 年版では、位格を表す語尾とその用法の多くは、ガンジュール版
に現われるものと同じである。ただ、1714 年版では、 <+a/+e> が 2 回語幹と連ねて書
かれる例外が現れる。 
 
表 25 1714 年版と 1728 年版における位格語尾の現れる形とその出現回数、及び使用 
   環境 
格 語尾 語幹末 
現れる回数 
1714 年版  1728 年 
位格 
 
-a/-e 子音字 331 回 333 回 
+a/+e 子音字 2 回  
 -ta/-te 子音字 d 3 回 2 
 
-da/-de 
母音字 17 回 14 
子音字 3 回 2 回 
+da/+de 
子音字 9 回 8 回 
母音字 21 回 23 回 
  
 上の表 25 から見れば、1714 年版と 1728 年版で、位格語尾の現われる状況は殆どガ
ンジュール版と同じである。 
 ガンジュール版と異なる例外的特徴は、1714 年版で、 は 2 回語幹と連ねて書かれ
ることである。例： 
      orun+a(62a:23)「地域に」 









 N. Poppe [1974:§283~§294] では造格語尾に、次の二つの形が挙げられている。  
①  <-bar/-ber> 母音字で終わる語幹に付き、②  <-iyar/-iyer> 子音字で終わる語
幹に付く。この二つはいずれも語幹から離して書かれる。 
 ガンジュール版の造格を表す  <-bar/-ber> の用法には、N. Poppe [1974] の説明
と異なる場合がある。また、造格語尾として  <-Gar> が現れる。 
 ガンジュール版の造格における語尾の種類とその用法を出現回数の多い形と出現回
数の尐ない形で分けて示せば、表 26 のようになる。 
 
      表 26 ガンジュール版における造格語尾の種類と出現回数 
出現回数の状況 語尾 語幹末字 現れる回数 
出現回数が多い 
①  -bar/-ber 母音字 241 回 
②  -iyar/-iyer 子音字 845 回 
③  -Gar 母音字 108 回 
出現回数が尐ない ①  
-bar/-ber  子音字 4 回 
+bar/+ber 母音字 91 回 
  
 ガンジュール版では、出現回数の多い造格語尾として、  <-bar/-ber>  
 <-iyar/-iyer> 以外に、 <-Gar> が現れる。 は子音字で終わる語幹に離して書か
れるという規範が確立しているが（例は省略）、 の正書法は完全に統一されていない。
 には語幹に連ねて書かれる形が現れ、 の総数の 38%を示す。これ以外にまた、 が
子音字で終わる語幹に現れる。次は N. Poppe [1974] と異なる現れについて順に検討す
る。 
  (1) 造格語尾として  <-Gar> が現れる（108 回）。 
  ガンジュール版では、 yosu「道理」の語幹に 105 回現れ、 qotala「皆」の語
幹に 3 回現れる。例： 
     yosu+Gar(267b:03)「～通りに」 
         qotala+Gar (326a:17）「皆で」 
  N. Poppe [1974] には  <-Gar> が現れない。Dobu[1983]では、尐数であるが、造格
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語尾として  <-Gar> が現れる。例： ama+Gar「口で」34。 
  ガンジュール版では語幹  <yosu>「道理に」と「皆」に、 <-bar/-ber> が現
れない。つまり、 <-Gar>は、極めて限定した語幹に現れる。 <-Gar>のこのような化
石化した限定的な表現は現代モンゴル文語にも使われる。 
  (2)  <+bar/+ber> が語幹に連ねて書かれる。（91 回）例： 
     daGu+bar(192a:19）「声で」 
         kUcU+ber(375a:17）「力で」 
  N. Poppe [1974] では、  <-bar/-ber> は語幹に連ねて書かれない。18 世紀の『満
洲実録』では、<-bar/-ber> は 214 回語幹から離して書かれ、76 回語幹に連ねて書か
れる。つまり、ガンジュール木版に現れるこの特徴は、18 世紀の規範性の高い文章語
が記される書写本にも同じく見られる現象である。 
  Dobu[1983] では、 <-bar/-ber> は多くの場合、語幹と連ねて書かれ、尐数の場合語
幹から離して書かれる。 <-bar/-ber> が語幹と繋げて書かれる形について、嘎日迪
[2008：451] は、「中世紀モンゴル文語で、 <-bar/-ber> が語幹に連ねて書かれるの
は、強調を表す  <ber>（ <-bar/-ber>と同じ形で、独立して書かれる）から区別する
ためであった可能性が大きい」と述べている。  
  これから見れば、ガンジュール版で語幹に連ねて書かれる  <+bar/+ber> は、中世
紀モンゴル文語の特徴を継承していると考えられる。 
 (3)  <-bar/-ber> が子音字で終わる語幹に現れる（4 回）。例： 
          
          qurica=qui sedkil-ber olan jUil-iyer arGada=Gsan-dur (264a:01) 
          「色欲の心で様々な方法をとり説得したところ」 
          
       buyan-u kUcUn-ber yirtincU-dUr burqan-luG_a ucara=Gsan(282a:26) 
           「幸福の力により、世の中で仏陀と出会えた」 
  <-iyar/-iyer>は子音字で現れる語幹に 845 回現れる。 <-bar/-ber> が子音字で
終わる語幹に 4 回しか現れないことは、 <-bar/-ber> は  <-iyar/-iyer> の誤記で
ある可能性が大きい。 
 1714 年版と 1728 年版では、造格を表す語尾とその用法は、ガンジュール版に現われ
るものと同じである。1714 年版と 1728 年版における造格語尾の種類とその用法を出
                                                   
34 Dobu [1983 : 190] 
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現回数の多い形と出現回数の尐ない形で分けて示せば、表 27 のようになる。 
 
表 27 1714 年版と 1728 年版における造格語尾の現れる形とその出現回数、及び使用 
    環境 
格 語尾 語幹末 
現れる回数 




母音字 229 回 238 回 
子音字 4 回 
+bar/+ber 母音字 58 回 71 回 
 -iyar/-iyer 子音字 841 回 852 回 
 -Gar 母音字 108 回 
 
 上の表 27 から見れば、ガンジュール版に現われる語幹に連ねて書かれる   
<+bar/+ber>は、1714 年版と 1728 年版でも同じく現われる。つまり、18 世紀前半の木
版では、 <-bar/-ber> の語幹から離して書かれる正書法は完全に統一できず、語幹に
連ねて書かれる  <+bar/+ber> のより古い正書法も現われていたことが分かる。 
 
1.6 奪格語尾について 
 N. Poppe [1974:§290] では奪格語尾として、①  <-aca/-ece> という一つの語尾
が挙げられている。それは母音字で終わる語幹と子音字で終わる語幹に区別なく離して
使われる。 
 ガンジュール版では、奪格を表す語尾の多くは、N. Poppe [1974] と同じであるが、












            表 28 ガンジュール版における奪格語尾の種類と出現回数 
出現回数の状況 語尾 語幹末字 現れる回数 
出現回数の多い方  -aca/-ece 区別なく 675 回 
出現回数の尐ない方 
 
+ca/+ce  母音字 127 回 
-ca/-ce 子音字 1 回 
 
-daca/-dece 母音字 8 回 
+daca/+dece 
母音字 2 回 
子音字 1 回 
  
 ガンジュール版では、出現回数の多い方は、 <-aca/-ece > が語幹末に区別なく現
れることである。つまり、これはガンジュール版に用いられる奪格語尾の規範になる特
徴である（例は省略）。これ以外に、出現回数の尐ない例外的な現れとして <-ca/-ce> 
 <-daca/-dece> が現れる。それぞれ以下のようである。 
(1) 奪格語尾として  が現れる（6 回）。 
  主に、方向、距離を表す語幹に現れる。6 回語幹に連ねて書かれる。例： 
    qola+ca (190a:15)「遠くから」 
      tende+ce(180a:27)「そこから」 
   は 1 回語幹から離して書かれる。 
         miqan-ca(245a:26)「肉から」 
    は 6 回語幹に連ねて書かれる。 <-aca/-ece>は全て語幹から離して書かれるこ
とから見れば、 が 1 回語幹から離して書かれるのは  <-aca/-ece>の誤記である可
能性が大きい。 
  N. Poppe [1974：295] では、「 <-ca/-ce> は古典式モンゴル文語以前の文語に多く
使用される語尾である。  <-aca/-ece> は位格語尾  <-a/-e>と古風な  <-ca/-ce>
の結合したものである」と指摘している。Dobu[1983] で調査した結果、 <-ca/-ce> は








 (2)  <-daca/-dece> <+daca/+dece> が現れる。 
   は語幹から離して書かれるのは 8 回現れる。主に母音字で終わる語幹に現れる。
例： 
     qola-daca（243a:05）「遠くから」 
         baGsi-daca(220b:31)「師から」 
   が語幹に連ねて書かれるのは 3 回現れる。その内、1 回は、子音字で終わる語幹
ger「家」に現れる。例： <ger+dece>(206a:24)「家から」。2 回は、母音字で終わ
る qola「遠い」の語幹に連ねて書かれる。例： <qola+daca>(56b:26)「遠くから」 
    N. Poppe [1974] では、 が現れない。栗林氏[1999 : 128]では、「『孝経』には常
に  の形が現れ、 という形は存在しない」と述べている。ガンジュール版に  
が現れることは、ガンジュール版が刻版れる以前に、母音字で終る語幹に、あるいは語
幹と連ねて書かれる場合接尾辞頭  の形で綴られる規則があったと考えられる。 
  1714 年版と 1728 年版では、奪格を表す語尾とその用法は、ガンジュール版に現わ
れるものと殆ど同じである。ガンジュール版に  は 1 回語幹から離して書かれるが、
1714 年版と 1728 年版では現われない。1714 年版に現れる <+daca/+dece> の用法
には語幹と連ねて書かれる場合が 1 回見られる。 
 
表 29 1714 年版と 1728 年版における奪格語尾の現れる形とその出現回数、及び使用 
       環境 
格 語尾 語幹末 
現れる回数 
1714 年版 1728 年 
奪格 
 -aca/-ece 区別なく 672 回 729 
 +ca/+ce  母音字 105 回 101 回 
 
-daca/-dece 母音字 8 回 12 回 
+daca/+dece 子音字 1 回  
   
  上の表 29 から見れば、1714 年版と 1728 年版の奪格の現われ方は殆ど同じである。
1714 年版と 1728 年版では  <+ca/+ce> は子音字に現われない。語幹に連ねて書かれ




1  1.7 共同格語尾について 
  N. Poppe [1974:§295] の共同格では、  <-luG_a>  <-lUge> が現れる。 
 ①  <-luG_a> は男性語に、②  <-lUge> は女性語に現れる。母音字で終わる語幹
と子音字で終わる語幹に区別なく使われ、語幹から離して書かれる。 
 ガンジュール版の共同格語尾の多くは、N. Poppe [1974] と同じであるが、それ以外
に尐数の例外的な特徴が現れる。ガンジュール版における共同格語尾の種類とその用法
を出現回数の多い形と出現回数の尐ない形に分けて示せば、表 30 のようになる。 
 
     表 30 ガンジュール版における共同格語尾の種類と出現回数 
出現回数の多尐 語尾 語幹末字 現れる回数 
出現回数の多い方 
 -luG_a 男性語に 157 回 
 -lUge 女性語に 153 回 
出現回数の尐ない方 
 -tai/-tei 子音字 1 回 
 +dai/+dei 母音字 1 回 
  
 ガンジュール版では、共同格に現れる語尾とその用法の多くは、N. Poppe [1974] 
の記述と同じである。つまり、 <-luG_a>は男性語に、 <-lUge> は女性語に付く 
のはガンジュール版の規範と見なすことができる（例は省略）。しかし、これ以外にも 
次のような例外的な特徴が現れる。 
 共同格語尾として、 <-tai/-tei>  <+dai/+dai> が現れる（1 回ずつ）。 
   <+dai/+dai> は語幹に連ねて書かれる。 
      numun bUrige+dei (237b:19)「弓とホラ貝の（ラッパ）と一緒」 
  <-tai/-tei>は語幹から離して書かれる。 
    eke kObegUn-tei-yi (316a:02)「母子と一緒に」 
 N. Poppe [1974]では、 <-tai/-tei>  <-dai/-dei> は古典式モンゴル文語の特徴と
されていない。N. Poppe [1974:§296] では <-tai/-tei>の現れについて、「現代モンゴ
ル語の書物では口語の影響で、 <-tai/-tei> が使われるようになった」35と述べている。
しかし、現代モンゴル文語以前の文献資料『黄金史』には、 が既に使われていたこ
とが知られている。例： Gucin nUkUr-tei ecibe36「三十人の友と一緒に行った」 
                                                   
35 N. Poppe [1974：76] 
36 M.H.奥尔洛夫斯卡娅 [2004：45] 
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 ガンジュール版に現れる <-tai/-tei>  <+dai/+dai> はガンジュール版が刻版さ
れる際に、統一から漏れた例外的な特徴である。 
 1714 年版と 1728 年版に現れる共同格を表す語尾とその用法の多くは、ガンジュー
ル版と異なる。1714 年版と 1728 年版における共同格語尾の種類とその用法を出現回
数の多い形と出現回数の尐ない形に分けて示せば、表 31 のようになる。 
 
表 31 1714 年版と 1728 年版における共同格語尾の現れる形とその出現回数、及び用 
       法 
格 語尾 語幹末 
現れる回数 




  -luG_a 
男性語に 149 回 161 回 
女性語に 126 回 98 回 
 -lUge 女性語に 42 回 49 回 




1 回 2 回 
+dai/+dei 1 回  
  
 上の表 31 で見れば、1714 年版と 1728 年版では、男性語と女性語に両方多く現われ 
るのは、 <-luG_a> である。 <-luG_a> の女性語に現われる回数が  <-lUge> 
より多いことが分かる。またガンジュール版に現われない、語尾 が女性語に現われ 
る。 
(1) 1714 年版と 1728 年版に現れる共同格語尾の規範になる特徴（N. Poppe [1974]と異
なる特徴） 
 ガンジュール版では、 <-luG_a> は男性語に、 <-lUge> は女性語に現われる。 
これと異なり、1714 年版では、 <-luG_a> は男性語と女性語に区別なく現れる。男 
性語に 149 回現れ、女性語に 126 回現れる。1728 年版では、男性語に 161 回現れ、女 
性語に 98 回現れる。例： 
    kObegUn-luG_a（204b:13）「息子と」 
       tUsime+d-luG_a（211b:15）「大臣らと」 






 (2) 1714 年版と 1728 年版では、  <-lU'ge> が現れる。 <-lU'ge> はガンジュー
ル木版には現れない。1714 年版では 1。 
   例： belge-lU'ge (189a:18)「前兆と」 
 N. Poppe [1974]にも、中世紀モンゴル文語にも  <-lU'ge>が現れない。『アルタン
ハーン伝』では、全て   <-lU'ge> が現れる。つまり、  <-lU'ge>は 17 世紀写
本には使われることが分かる。 
 また、1728 年版では、 <-lU'ge> の現われる回数が  <-lUge> の現われる回数




 N. Poppe [1974] では、程度格語尾に関する記述はない。同じ著者による Introduction 




 ガンジュール木版では、程度格を表す語尾として  <-caG_a>  <-cege>のほか  
<-cige>という形が現れる。 
 ガンジュール版における程度格語尾の種類とその出現回数を示せば、表 32 のように
なる。 
 
     表 32 ガンジュール版における程度格語尾の種類と出現回数 
語尾 語幹末字 現れる回数 





+cege 1 回 
③  -cige 女性語に 2 回 
                                                   
37 N. Poppe [1955：206] 
38 N. Poppe [1955：206] 
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 ガンジュール版における程度格語尾としては、男性語には  <+caG_a> が現れ（1
回）、女性語には  <-cege><+cege>  <-cige><+cige> が現れる（4 回）。 
  <+caG_a> は語幹に連ねて書かれる（1 回）。 
    Guya+caG_a usun-dur (325b:22)「股（もも）までの水に」 
  <-cege> <+cege> は語幹に離して書かれる場合と語幹に連ねて書かれる場合があ
る（1 回ずつ）。 
     ebUdUg-cege qalaGun qumaki-dur (244a:30) 
                   「膝までの熱い砂粒に」 
     mOrU+cege usun-dur (325b:25)「肩までの水に」 
  <-cige> は語幹から離して書かれる（2 回）。例： 
     ebUdUg-cige ceceg-Un (283a:06)「膝までの花の」 
 上の例から見れば、程度格語尾は全て名詞を修飾して「副詞」としてではなく、「形
容詞」の働きをしている。程度格語尾  <-caG_a>  <-cege> が「形容詞」の働きを
することに関して最初は栗林[1999]39 により指摘された。 
 1714 年版と 1728 年版では、ガンジュール版と同じく    が現われる。どち
らも語幹と繋げて書かれる。ガンジュール版では、 が語幹から離して書かれるが、
二つの単行本では、 が 1 回語幹から離して書かれる。1714 年版と 1728 年版におけ
る程度格語尾の種類とその出現回数を示せば、表 33 のようになる。 
 
表 33 1714 年版と 1728 年版における程度格語尾の現れる形とその出現回数及び用法 
格 語尾 語幹末 
現れる回数 
1714 年版 1728 年版 
程度
格 
 +caG_a 男性語に 1 回 





+cige 1 回 
 
 上の表 33 から見れば、   はどちらも語幹と繋げて書かれる。ガンジュール
版では、  が語幹から離して書かれるが、二つの単行本では、 が 1 回だけ語幹
から離して書かれる。 
                                                   




 N. Poppe [1974:§305~§306]では、再帰所属の属・対格語尾に次の二つの系列の語
尾が挙げられている。 
(1)  <-ban/-ben>（母音字の後）、 <-iyan/-iyen>（子音字の後） 
(2)  <-yuGan> (男性語の後)、 <-yUgen>（女性語の後） 
  <-yuGan>  <-yUgen> は、「対象が自分と緊密な関係にある」場合に用いられる。 
 
1.9.1  <-ban/-ben>  <-iyan/-iyen> について 
 ガンジュール版では   <-ban/-ben>  <-iyan/-iyen> が現れる。しかし、  
<-ban/-ben> の用法が N. Poppe [1974] と異なる場合がある。 
 ガンジュール版における  <-ban/-ben>   <-iyan/-iyen> の用法と出現回数を表で
示せば、表 34 のようである。 
 
表 34 ガンジュール版における <-ban/-ben>  <-iyan/-iyen> の用法と出現回数 





+ban/+ben 94 回 
  -iyan/-iyen 子音字 772 回 
（※青色で、出現回数が拮抗していることを示す。以下同様） 
 







   alaGa+ban（300b:07）「自分の手を」 
    beye+ben（351b:08）「自分の体を」 






 1714 年版と 1728 年版では、<-iyan> の用法はガンジュール版と同じだが、の
用法の多くは、ガンジュール版と異なる。 
 1714 年版と 1728 年版における  <-ban/-ben>   <-iyan/-iyen> の用法と出現回数
を表で示せば、表 35 のようである。 
 
表 35 1714 年版と 1728 年版における <-ban/-ben>  <-iyan/-iyen> の用法と出現 
   回数 
格 
1714 年版 






45 回 42 回 
+ban/+ben 132 回 142 回 
 -iyan/-iyen 子音字 771 回 767 回 
  
 ガンジュール版では、 が語幹から離して書かれるのは 77 回であるが、94 回は語
幹と連ねて書かれている。上の表 35 で、1714 年版と 1728 年版に現れる の繋げて
書かれる表記の回数を見れば、どちらもガンジュール版より多い。の繋げて書かれる
表記は、1714 年版では、の現れる総数の 75％を示し、1728 年版では 77％を示す。
これから見れば、1714 年と 1728 年版では、は多くの場合、語幹に連ねて書かれる。 
 
1.9.2 <-yuGan> 、<-yUgen> <-yU'gen> について 
 ガンジュール版では、男性語に <-yuGan> が現れるが、女性語に、<-yUgen> と
並んで <-yU'gen> という形が現れる。 
 ガンジュール版における<-yuGan> 、<-yUgen> <-yU'gen> の用法及び、出現







    表 36 ガンジュール版における   の用法及び、出現回数 




男性語に 27 回 
女性語 5 回 
 -yUgen 
女性語に 56 回 
男性語に 2 回 
 -yU'gen 女性語に 24 回 
  
 表 36 から見れば、男性語には  <-yuGan> が多く現れる。女性語には <-yUgen>
が 56 回現れ、 <-yU'gen> が 24 回現れる。女性語に現れる  <-yUgen>   
<-yU'gen> の現れは出現回数で拮抗している。つまり、男性語には  <-yuGan> が現
れる規範は殆ど成立されているが、女性語に   が自由に交替して使われていた
可能性がある。 
(1)  <-yU'gen> について（24 回）（N. Poppe [1974]と異なる） 
 例： 
      em_e-yU'gen yasun-i (306a:16)「自分の妻の骨を」 
       bUgUde-yU'gen delgerenggUi_e OgUle=besU(306a:21) 
                               「自分の全てを詳しく言えば」 
 従来のモンゴル語の文法書では、  <-yU'gen> が取り上げることはなかった。中
世紀モンゴル文語では  <-yU'gen> は現れない。『アルタン・ハーン伝』で調査し
た結果、女性語に  <-yUgen> が 7 回現れ、 <-yU'gen> が 2 回現れる。『満洲実録』
では、 <-yUgen> と  <-yU'gen> の両方が現れ、 <-yU'gen> の出現回数が  
<-yUgen> より多い。これから見れば、18 世紀の木版仏典、あるいは書写本のどちらに
も、 <-yUgen> と  <-yU'gen> の両方が使用されていたことが分かる。 
(2)  <-yuGan> が男性語のほか、女性語にも現れる（5 回）。例： 
     bey_e-yuGan(312b:13)「自分の体を」 
  <-yUgen> が女性語のほか男性語にも現れる（2 回）。例： 
     aq_a-yUgen(351a:01)「自分の兄の」 
 Dobu[1983] では、<-yUgen>は女性語にしか現れない。<-yuGan>はほとんど男




 ガンジュール版に現れる、 <-yuGan> <-yUgen> が男性語と女性語に混同して使
われるのは、これらを書き分ける正書法が確立されていなかったことが分かる。 
 1714 年版と 1728 年版では、   の用法はガンジュール版と同じだが、の用
法は、ガンジュール版と異なる。 
 1714 年版と 1728 年版における <-yuGan> <-yUgen> <-yU'gen> の用法と
出現回数を表で示せば、表 37 のようである。 
 
表 37 1714 年版と 1728 年版における <-yuGan> 、<-yUgen> <-yU'gen> の 
   用法と出現回数  
格 語尾 語幹末 
現れる回数 




男性語に 28 回 
女性語 2 回 
 -yUgen 
女性語に 82 回 79 回 
男性語に 2 回 
 -yU'gen 女性語に  2 回 
 




 三つの木版に現れる人称代名詞に付く格語尾の特徴を N. Poppe [1974]と比較して検
討する。 
 基本的に、N. Poppe [1974]の人称代名詞に付く格語尾は現代モンゴル文語とほとん
ど同じだが、与位格語尾と共同格語尾が異なる。現代モンゴル文語では、与位格語尾は 
 <-du/-dU>、 <-tu/-tU> が現れ、N. Poppe [1974]では<-dur/-dUr>、 <-tur/-tUr> 
が現れる。共同格語尾には、<-luG_a>/  <-lUge> が現れる。 
 現代モンゴル文語の人称代名詞に付く格語尾はそれぞれ以下のようである。 
属格： <-u/-U>、与位格： <-du/-dU>、 <-tu/-tU> 造格： <-bar/ber> <-iyar/iyer>、




対格： <-i> <+yi>、奪格： <-aca/-ece>、共同格： <-tai>。 
 綴りでは主に以下の特徴を持っている。 
 属格と対格は第一人称の単数と第二人称の単数の場合は、繋げて書かれる。他はすべ
て離して書かれる。 <minu>、 <cinu>、 <namayi>、 <cimayi>。 





























       表 38 ガンジュール版における人称代名詞の格変化 
 
第一人称 第二人称 第三人称 
単数 複数 単数 複数 近称 遠称 
主
格 



























































tan-dur(18) egUn-dUr(1) tegUn-dUr(6) 
位
格 

















































 ガンジュール版の人称代名詞の属格の多くの現れは N. Poppe [1974]と同じであるが、
異なるものが現れる。 
 第二人称の複数を表す語幹 <tan> に属格語尾 <-u> が離して書かれる。 
<tan-u>。 
 尐数に現れる現代モンゴル文語あるいは N. Poppe [1974]と異なるものは以下のよう
である。 
(1) 属格語尾  <+u/+U>は、第一人称複数を表わす語幹<man>と第二人称複数の語幹
<tan>と連ねて書かれる。 <man+u>,  <tan+u> 
(2) 第一人称複数、第二人称複数、及び第三人称複数には、語尾  <-I> が現れる。 
 語尾  <-I>は第一人称複数を表わす語幹 <bidan>から離して書かれ、同じく第一
人称複数を表わす語幹 <man>に連ねて書かれる。例えば：<bidan-I>（2 回）、 
<man+I>（1 回）。 <bidan-I>は名詞の後ろに現れる。例： 
    eke bidan-I(81a:12)「我々の母」 
 語尾  <-I>は第二人称複数を表す<tan> の語幹から離して書かれる。 <tan-I>。 
  語尾  <+I>は第三人称複数を表す <egUn>、<tegUn>の語幹に連ねて書かれる場
合と離して書かれる場合がある。 <egUn-I>、<egUn+I>、<tegUn-I>、 
 <tegUn+I> 。 
(3) 第一人称単数に現代モンゴル文語に現れない  <minUkei> が現れる。第二人称単
数には、 <cinUkei>が現れる。 
 1714 年版と 1728 年版では、人称代名詞属格の多くの表れにはガンジュール版と異
なる特徴が現れる。 
 1714 年版と 1728 年版のガンジュール版と異なる共通の特徴は、第三人称を表す語
幹 <egUn>、<tegUn> に属格語尾  <-u/-U> は多くの場合、語幹に連ねて書かれる。
 <egUn+U>、 <tegUn+U>。 
 三つの木版における第三人称を表す語幹 <egUn>、<tegUn>に現れる属格語尾  




表 39 三つの木版における第三人称を表す語幹 <egUn>,<tegUn> に現れる属格語尾 





   egUn-u(9 回) 
  tegUn-u(141 回) 
1714 年版 
  egUn+U(12 回) 
   tegUn+U(146 回) 
  egUn-u(1 回)  
  tegUn-u(24 回) 
1728 年版 
  egUn+U(11 回) 
  tegUn+U(119) 
  egUn-u(4 回) 
  tegUn-U(48 回) 
※赤い色では、ガンジュール版と単行本の数多く現われる異なる特徴を表す。 
 
 上の表 39 から見れば、ガンジュール版では、属格語尾  <-u/-U> は語幹 <egUn>、
<tegUn> に多くの場合、現代モンゴル文語と同じく、語幹から離して書かれる。1714
年版と 1728 年版では、現代モンゴル文語と異なり語幹と連ねて書かれる。つまり、ガ
ンジュール版だけでは、属格語尾  <-u/-U> は第三人称を表す語幹 <egUn>、
<tegUn> に付く場合の規範は、語幹から離して書かれることが分かる。また、ガン
ジュール版以前の 18 世紀前半の木版には、第三人称を表す語幹 <egUn>、<tegUn> 






 小数の現れに現代モンゴル文語、あるいは N. Poppe [1974] と異なる特徴が現れる。
主に以下のようである。 
① 第二人称単数の語幹に現れる： 
 第二人称単数の語幹に対格語尾<+yi>が連ねて書かれる場合、語幹は <cima> では
なく、camaが現れる場合がある。例： <camayi>。また、語幹 cima に対格語尾<+i_yi> 
が現れる。  <cima+i_yi>。 
 現代モンゴル文語では第二人称単数の対格には、 <cimayi>と  <cim_a-yi> の
両方現れるが、ガンジュール版では、 <cimayi>しか現れない。 
② 対格語尾 <+i> が語幹に連ねて書かれる場合がある。 
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 第一人称複数を表わす語幹  <man>、第三人称を表わす  <egUn>、 <tegUn>に
連ねて書かれる。例えば： <man+i>、 <egUn+i>、 <tegUn+i>。 
③ 対格語尾には  <-u/-U>が現れる。<tegUn> の語幹に 6 回現れる。例： 
    tegUn-U bari=Gsan siltaGan (202ba:05)「彼を捕まった理由」 
    tegUn-U taki=ju(372b:31)「彼を祭る」 
 1714 年版と 1728 年版では、人称代名詞の対格の多くの現れにはガンジュール版と
異なる特徴が見られる。 
 1714 年版と 1728 年版に現われるガンジュール版から異なる共通の特徴は、第三人
称を表す語幹  <egUn>、 <tegUn> に対格語尾  <-i> は多くの場合、語幹に連ねて
書かれる。 <egUn+i>、 <tegUn+i>。三つの木版における第三人称を表す語幹  
 <egUn>、 <tegUn> に現れる 対格語尾  <-i> の出現回数を表で示せば、表 40 の
ようである。 
 
表 40 三つの木版における第三人称を表す語幹 egUn,tegUnに現れる対格語尾  の用法 





      egUn-i(21 回) 
      tegUn-i(149 回) 
1714 年版 
    egUn+i(29 回) 
    tegUn+i(157 回) 
      egUn-i(3 回)  
      tegUn-i(10 回) 
1728 年版 
    egUn+i(30 回) 
    tegUn+i(158 回) 
      egUn-i(2 回) 
      tegUn-i(8 回) 
 ※赤い色では、ガンジュール版と単行本の数多く現れる異なる特徴を表す。 
 
 上の表 40 から見れば、ガンジュール版では、対格語尾  <-i> は語幹 <egUn>、
<tegUn> に多くの場合、現代モンゴル文語と同じく、離して書かれるが、1714 年版
と 1728 年版では、現代モンゴル文語と異なり語幹と連ねて書かれる。 
 つまり、ガンジュール版では、属格語尾  <-i> は第三人称を表す語幹 <egUn>、
<tegUn> に付く場合、現代モンゴル文語と同じく語幹から離して書かれるのは規範





 1714 年版と 1728 年版の尐数の現れには、ガンジュール版と異なる以下の特徴が現
れる。 
 対格を表す語尾  <-u/-U> は第二人称複数を表す語幹 <tan> に 2 回現れる。 
例： 
   tan-u ber ala=qu bol=tuGai(180a:05)「あなたたちを殺すようにしなさい」 




るが、N. Poppe [1974]と同じである。格語尾として  <-du/-dU>、 <-tu/-tU> の古い
形である  <-dur/-dUr>、 <-tur/-tUr> が多く現れる。第一人称単数と第二人称単数
に現れる形は N. Poppe [1974]と同じく <nadur>、 <cimadur> である。これ以外、
 <-dur/-dUr> は第二人称複数と第三人称の語幹から離して書かれる。例： 
<tan-dur>、  <egUn-dUr>、 <tegUn-dUr>。 
 人称代名詞の与格の多くの現れの、N. Poppe [1974]と異なる特徴は、第一人称複数
を表わす語幹 <man> に与格語尾  <+dur>が語幹に連ねて書かれる。 <man+dur>。 
 尐数の現れに、以下の N. Poppe [1974]と異なる特徴が現れる。 
① 第一人称複数を表わす語幹 <man> に与格語尾  <+du> が現れる。 <man+du>。 
② 第二人称単数を表す語幹  <cim_a> に与格語尾  <-dur>が離して書かれる。
 <cim_a-dur>。 




 ガンジュール版における人称代名詞の位格は N. Poppe [1974]と同じく  <-a/-e>が現
れ、語幹から離して書かれる。第一人称複数を表す語幹<bidan>に現れる。  
bidan-a（1 回）。第三人称遠称に現れる。 <tegUn-e>（1 回）,  <teden-e>（1
回）。 






 ガンジュール版における人称代名詞の造格は第三人称の  <egUn>、 <tegUn> の
語幹にしか現れない。N. Poppe [1974]と異なり、語幹に連ねて書かれる。 
 <egU+ber>、  <tegU+ber>。 




 ガンジュール版のおける人称代名詞の奪格の多くの現れは N. Poppe [1974]と同じく
<-aca/-ece>が現れ、語幹から離して書かれる。これ以外に、N. Poppe [1974]と異な
る特徴が現れる。それらは以下のものになる。 
(1) 奪格語尾に <+ca/+ce> が現れる。 
 第一人称単数を表す語幹 <nada> に連ねて書かれる。<nada+ca> である。
<nada+ca> と  <nada-aca> は出現回数で拮抗している。 
 第二人称単数に現れる場合は、語幹から離して書かれる形と語幹と連ねて書かれる形
が現れる。<cim_a-ca>(1 回)、<cima+ca>(3 回) 
 第三人称を表す語幹 <egUn>、 <tegUn>に連ねて書かれる。 <egUn+ce>、
<tegUn+ce> 
(2) 第二人称単数を表す語幹 <cima> に<-daca/-dece>が現れる。語幹に連ねて書
かれる場合と語幹から離して書かれる場合がある。例：<cima+daca> (3 回)  
cim_a-daca(1 回)。 




 ガンジュール版における人称代名詞の共同格の現れには、N. Poppe [1974]と同じく
共同格語尾  <-luG_a>/  <-lUge> が現れるが、語幹から離して書かれる以外、語
幹と連ねて書かれる場合がある。語幹と連ねて書かれるのは以下のものに現れる。 




 <nada-luG_a>（5 回）,  <nada+luG_a> (2 回)。 <nama+luG_a> (6 回)  
 <nam_a-luG_a> (3 回)。 
 第二人称単数を表す語幹  <cim_a> に  <-luG_a> は多くの場合、語幹から離し
て書かれる。  <cim_a-luG_a> 。1 回語幹に連ねて書かれる。<cima+luG_a>。 
 1714 年版と 1728 年における人称代名詞の共同格の現れには、ガンジュール版と異
なる特徴が一つ現れる。それは、第二人称単数を表す語幹  <cim_a>に  <-luG_a>
は多くの場合、ガンジュール版と異なり語幹と連ねて書かれる。 <cima+luG_a>。 
 











 ①  が語幹と連ねて書かれる表記と語幹から離して書かれる表記が現れる。 
 ②  <-yUgen>と <-yU'gen > という形、ともに再帰所属の属・対格語尾にとし
て現れ、女性語に使われる。 







① 字音字 <n> で終わる語幹に属格語尾に、 <-I> が用いられる。 
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② 母音字で終わる語幹に <-u/-U> は現れる。 
③ 対格語尾として、（<-ni>あるいは<-i（独立形）>）という形が現れる。 
④ 共同格語尾として、 <-tai/-tei>  <+dai/+dai>という形が現れる。 
 より古い時代の特徴が残存しているものとして： 
① 対格語尾  <+i> が語幹に連ねて書かれる。 
② 与格には、語尾  <-du/dU>   <-tu/-tU> が現れる。 
③ 位格語尾に、 <-ta/-te>  <-da/-de>が現れる。 
④ 奪格語尾に  <-ca/-ce> が現れる。 
4) ガンジュール版をそれ以前の 1714 年版蒙文『賢愚経』と比較することにより、与格






 与格語尾  <-dur/-dUr>  <-tur/-tUr> は語幹末字により書き分けられない。 
 共同格語尾には  <-luG_a> は女性語に現れなる。 <-lU'ge> が女性語に現れる。 
 再帰所属の属・対格語尾に  <-yuGan> 、 <-yUgen> が現れ、 <-yU'gen> が
現れない。 
2) 尐数の例外的特徴にも、ガンジュール版と異なるものが現れる。 
 1714 年版の属格に （2 回）が現れる。 
 1714 年版の対格語尾に  <+yi> が語幹に連ねて書かれる。  が行末に現れる。ま
た、 が現れる 
 1714 年版の与格語尾には   <-tu'r/-tU'r> が 1 回現れる。 
 1714 年版の位格語尾には  <+a/+e> が語幹に連ねて書かれる。 
人称代名詞の格変化 








 第二人称の複数を表す語幹 <tan> に属格語尾 <-u> が離して書かれる。<tan-u> 
 第一人称複数を表わす語幹 <man> に与格語尾 <+dur> が連ねて書かれる。<man+dur>。 
 第一人称単数を表す語幹 <nada> と <nama> に  <-luG_a> は離して書かれ
る場合と語幹に連ねて書かれる場合がある。出現回数で拮抗する。 
2) 尐数の例外的な表記には、以下のようなものが現れる。 
 第二人称の複数を表す  <tan>、第三人称遠称の  <tegUn>に属格語尾  <-u/-U>
が連ねて書かれる場合がある。 
 第一人称単数の属格には  <minUkei>、第二人称単数の属格には、 
 <cinUkei>が現れる。 
(2) 1714 年版と 1728 年版に現れるガンジュール版と異なる特徴 
 1714 年版と 1728 年版の数的に多く現れる、規範と見なされる特徴には、ガンジュ
ール版と異なるものが現れる。 
① 第三人称を表す語幹  <egUn>、 <tegUn> には属格語尾  <-u/-U> は多くの場合、
語幹と連ねて書かれる。 
 例： <egUn+U>「これの」 <tegUn+U>「それの」 
② 第三人称を表す語幹 <egUn>、 <tegUn> に対格語尾  は多くの場合、ガンジュ
ール版と異なり、語幹に連ねて書かれる。 
  例： <egUn+i>「これの」< tegUn+i>「それの」 














                            第 5 章  




 本章では、『賢愚経』のガンジュール版の動詞の活用語尾の特徴を N. Poppe [1974]、
及び現代モンゴル文語と比較して検討する。また、ガンジュール版に対応させて、1714












 現在・未来時制を表す变述形の語尾としては、①  <=mu/=mU>/  <=m_u/=m_U>、 
<=mui/=mUi>/   <=mu_i/=mU_i>、  <=m> ②  <=yu/=yU>が現れる。 












 表 50 ガンジュール版における現在・未来時制の变述形語尾の種類と出現回数 




 =mu/ =mU 244 回 
 =mui/=mUi 582 回 
 =m 12 回 
  =nam/=nem 24 回 
  =yu/=yU 157 回 
 
以下、これらを準に検討する。 
(1)  <=mu/=mU>、 <=mui/=mUi>、 <=m>、<=nam/=nem> 
  <=mu/=mU> （合計 244 回） 
  一般の肯定文に現れる。 
    ukila=mu(289b:16)「泣く」 
 この形は疑問詞を持つ疑問文によく現れる。例えば：  
    yaki=n qour kUrge=mU(244b:21)「どうやって害を与えるか」 
    ken-dUr sitU=mU(288a:03)「誰に崇拝するか」 
 疑問の助詞  <uu/UU>、  <+yu/+yU> が続く場合がある。例えば：  
    kUse=mU UU(254b:22)「望む（の）か」 
    bol=u=mu uu(267a:31)「出来る（の）か」 
  kUse=mU+yU(206a:03)「望む（の）か」 
    bol=u=mu+yu(414a:22)「いい（の）か」 
 否定文には否定の助詞  <UlU> が動詞の前に来る。例えば：  
    UlU daGa=mu(242b:29)「付き従わない」 
    UlU itege=mU(269b:26)「信じない」 
  <=mui/=mUi>（合計 582 回） 
  一般の肯定文に現在を表す。例えば：  
  inaGsi cinaGsi yabu=mui(294b:19)「あちらこちらを歩く」 
 否定文には否定の助詞  <UlU> が動詞の前に来る。 
  UlU itege=mUi(270a:11)「信じない」 




  yaGun ki=mUi(271b:10)「何をする（の）か」 
  yaki=n qudaldu=mui(274a:15)「どうやって売る（の）か」 
  <=m> （合計 12 回） 
 1 回だけ一般の肯定文に現在を表す。 
  od=qu+i taGala=m(392a:15)「行くのが好む」 
   <=m> の現れる 12 回のうち、7 回は否定文に現れ、否定助詞  <UlU> が動詞の 
 前に来る。例： 
  UlU gUice=m(269a:19)「足りない」 
   UlU cida=m(64b:27)「出来ない」 
 残りの 4 回は疑疑問詞を持つ疑問文に現れる。 
  yaGun ki=m(271b:21)「何をする（の）か」 
  qoGusun bol=basu yaki=m(131b:11)「なくなったらどうするか」 
  <=nam/=nem> (24 回) 
 この形は全て、会話の中の現在未来を表す場合に現れる。 
   yaGun-u tula Gasal_=u=n joba=nam keme=n jarliG bol=u=Gsan-dur(249b:07)    
              「何のため悲しむのかと仰せになったとき」 
   Guyu=nam keme=n Oci=bei(340b:19)「頼むと言った」 
 上で見たガンジュール版に現れる  <=mu/=mU>、 <=mui/=mUi>、 <=m>、  <=nam> の
現れる環境を次のようにまとめることができる：  
 ➀  <=mu/=mU>、 <=mui/=mUi>は肯定文以外、疑問文と否定文にも多く現れる。 
 ➁  <=mu/=mU> は疑問の助詞  <uu/UU>  <+yu/+yU>  が続く場合がある。 
 ➂  <=m> は殆ど疑問詞を持つ疑問文と、否定詞  <UlU> が付く否定文に現れる。 
 ④  <=nam/=nem> は会話の中にしか現れない。 
 N. Poppe [1974：91] によれば、語尾  <=m>と語尾  <=mu/=mU> は中世紀モンゴル文
語によく現れる。ガンジュール版では、 <=mui/=mUi> が最も多く現れるが、 <=mu/=mU> 
は 244 回現れる。語尾  <=m> は殆ど疑問詞を持つ疑問文と、否定詞  <UlU> が付く
否定文に現れる。つまり、 <=mu/=mU>と <=m>が用いられることはより古い時代の表記
を継承していると考えられる。 
 服部四郎[1987：297] によれば、「現代モンゴル文語としては、 <=mui/=mUi> の接
尾した形がもっともよく用いられる」。つまり、ガンジュール版に用いられる語尾  
<=mui/=mUi> は、語尾  <=m> と語尾  <=mu/=mU> より新しく現れた語尾と言える。ガ
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ンジュール版の中では、 <=mui/=mUi> は最も数多く現れるが、すべて <=mui/=mUi> の
形に統一することができていないことが分かる。 
(2)  <=yu/=yU> (157 回) 
 一般の肯定文に現れる。 
      qaGan bol=u=yu(356b:26)「皇帝になる」 
      jirGalang_tu bol=u=yu(358b:07)「幸福になる」 
 否定文には否定の助詞  <UlU> が動詞の前に来る。例： 
  UlU cida=yu(344a:04)「できない」 
 UlU qariGul=u=yu(356b:06)「属さない」 
 嘎日迪[2008]によれば、中世紀モンゴル文語では語尾  が現代・未来時制を表す語 
尾として現れる41。 
 1714 年版と 1728 年版に現れる現在・未来時制を表す变述形語尾をガンジュール版
に現れる状況と比較してみたところ、 <=mu/=mU>、  <=mui/=mUi> の現れる回数に若
干の異なるところがある。1714 年版と 1728 年版では、 <=mu/=mU>の現れる回数はガ
ンジュール版より 50 回ほど多いことが分かる。1714 年版と 1728 年版における現在・
未来時制を表す变述形語尾の現れる回数を表で示せば、表 51 のようである。 
 
表 51 1714 年版と 1728 年版における現在・未来時制を表す变述形語尾の種類と出現回
数 




 =mu/=mU   292 回 291 回 
 =mui/=mUi   521 回 526 回 
 =m 11 回 11 回 
 =nam/=nem 25 回 24 回 
 =yu/=yU 150 回 154 回 
  
 表 51から見れば、1714年版にはガンジュール版より古い形の語尾  <=mu/=mU>が 292
回現れある。それがガンジュール版の中では、徐々に   <=mui/=mUi> に替えられるよ
うになったことが分かる。1728 年版にも 1714 年版と同じく現れることは 1728 年版は
1714 年版を継承していることを示している。 
                                                   





ガンジュール版のモンゴル語の過去時制には、語尾①  <=ba/=be>、 <=bu>、
<=bai/=bei> ②  <=luG_a>/  <=lUge>,  <=lUgei> ④  <=juqui>/  <=jUkUi> 、
 <juGu>が現れる。 
 ガンジュール版における過去時制を表す变述形語尾の出現回数を表 52 で示せば、以
下のようになる。 
 
    表 52 ガンジュール版における過去時制を表す变述形語尾の種類と出現回数 



















 =juqui/ =jUkUi 12 回 
 =juGu(a=しか) 227 回 
 
以下、これらを順に検討する。 
(1)  <=ba/=be>、  <=bu/=bU>、  <=bai/=bei>  
  <=ba/=be>（合計 49 回） 
   例：nereyid=be(214a:11)「名付けた」 
   否定文には否定の助詞 <ese> が動詞の前に来る。例： 
      ese mede=be(270b:19)「知らなかった」 
      ese sonus=ba(356a:22) 「聞かなかった」 
   疑問文では疑問詞を表す語尾  <+Guu> 、  <+gU UU> 、 <+gU> 、 <+u/+U>、 
<uu/UU> の前に現れる場合がある。 
   joba=ba+u (360a:01)「悲しんだか」 
   sonus=ba+Guu(377b:22)「聞いたか」 
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   tOrU=be+gU( 206a:10)「生まれたか」 
   ide=be+gUU(255b:17)「食べたか」 
   <=bu/=bU> (合計 12 回) 
  全て疑問詞を表す語尾  <+u/+U>、 <uu/UU> の前に現れる。例： 
    mede=bU+U(269a:06)「知ったか」 
     Gar=bu+u(293b:28)「出かけたか」 
  否定文には否定の助詞 <ese> が動詞の前に来る。例： 
      ese tani=bu uu(397b:12)「見知らなかったか」 
   <=bai/=bei>（合計 2133 回）例： 
   Oci=bei(212b:16)「申し上げた」 
   Uje=bei(361b:16)「見た」 
 否定文には否定の助詞 <ese> が動詞の前に来る。例： 
   ese bara=bai(210b:23)「終わらなかった」 
 （助）動詞 a=に付いて<a=bai>という形で 40 回現れる。例： 
   saGu=n a=bai(189b:30)「座っていた」 
   tejiye=n a=bai(352b:28)「養っていた」 
(2)  <=luG_a> /  <=lUge> 
   <=luG_a> （合計 39 回） 
    sonus=u=luG_a(306b:12)「聞いた」 
     bol=u=luG_a(348b:27)「なった」 
   <=lUge> (合計 456 回) 
 この語尾が付く動詞の種類（語幹）が限られている。439 回助動詞  <bU=>に現れる 
     bU=lUge(179b:20)「～だった」 
     tOrU=lUge(179b:18)「生まれた」 
   kUrge=lUge(390b:20)「届けた」 
 =lUgei（合計 3 回） 
   肯定文に現れる。 
   tejiye=n bU=lUgei(272b:31)「養っていた」 
   Guyu=r_a ire=lUgei(328b:08)「求めに来た」 




(3)  <=juqui>/  <=jUkUi>、  <=juGu>/  <=jUgU> 
   <=juqui>/  <=jUkUi>（合計 11 回） 
  bol=juqui(202b:15)「なったのである」 
  ide=jUkUi(293a:08)「食べたのである」 
 否定文には否定の助詞 <ese> が動詞の前に来る。例： 
  ese UkU=jUkUi(201b:29)「死ななかったのである」 
   <=juGu>（合計 226 回） 
   226 回現れるが、全て助動詞  <a=> に付いて  <a=juGu> という形で現れる。例： 
  a=juGu(187a:07)「～であった」 
 ※变述形には、以上の語尾以外に、<=Gsan>/ <=gsen>、 <=qu>/  <=kU>。 
   <=qui>/  <=kUi>が現れる。これらの語尾については形動詞語尾のところで扱う。 
 1714 年版と 1728 年版における現在・未来時制を表す变述形語尾の現れる回数を表
で示せば、表 53 のようである。 
 
 表 53 1714 年版 1728 年版における過去時制を表す变述形語尾の種類と出現回数 





     =ba/=be 
     =ba/=be+疑問詞 
     =bu/=bU（疑問詞絶対） 









     =luG_a 
     =lUge 







     =juqui/=jUkUi 13 回 12 回 
     =juGu (a=しか) 227 回 224 回 
 
 1714 年版と 1728 年版に現れる過去時制を表す变述形語尾をガンジュール版に現れ
る状況と比較してみたところ、1714 年版の  <=ba/=be>の現れる回数がガンジュール
版と 1728 年版より尐ないことが分かる。また  <=lUgei> は 1714 年版に助動詞  







①語幹そのままの形 ② <=dqun>/ <=dkUn> ③  <=suGai>/ <=sUgei>  
④  <=su/=sU> ⑤  <=y_a/=y_e>、<=ya> ⑤  <=tuGai>/   <=tUgei> が現れる。 
 ガンジュール版における動詞の命令・願望の語尾の出現回数を表 54 で示せば、以下
のようになる。 
 
  表 54 ガンジュール版における動詞の命令・願望の語尾の種類と出現回数 





語幹そのままの形 128 回 
 =dqun /  =dkUn 7 回 
 =suGai/  =sUgei 422 回 
  =su/=sU 4 回 
 =y_a/=y_e、 24 回 
 =tuGai/  =tUgei 152 回 
 =Gujai/ =gUjei 8 回 
 
以下、これらを順に検討する。 




   soyurq_a=(420b:11)「くれ！」 
   bolG_a=(416a:02)「ならせろ！」 
  uy_a=(289a:01)「結べ！」 
  ala=(202b:13)「殺せ！」 
   nU'kele=(181a:01)「穴を開けろ！」 
否定文には否定の助詞 <bUU> が動詞の前に来る。例： 
 bUU joba=(396b:13)「心配するな！」 
 bUU janci=(306a:04)「殴るな！」 
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<aca=>の形で 3 回現れる。例： 
 edege=jU aca= (391a:10)「直してくれ！」 
 morin-i minu aca=(390b:30)「私の馬を返してくれ！」 
 この形は現代モンゴル文語には現れない。より古い漢字音訳資料の『元朝秘史』に 2
回現れる。例えば：那可児 弩木 速木 納-荅 阿察=42「友、我に弓箭を寄こせ」。 
  
2.2. <=dqun>/ <=dkUn>（合計 7 回） 
 主に命令の内容に現れる。単数の話し相手に対する普通の命令に現れる。例： 
    tere kOmUn-i ala=dqun(202b:01)「その人を殺しなさい」 
     ab=cu ire=dkUn(207b:25)「連れてきなさい」 
 服部四郎[1987：288]によれば、「古い文献では<=Gtun> / <=gtUn>の代わりに、
<=dqun>/ <=dkUn> という語尾もしばしばみられる」。ガンジュール版に 
<=Gtun> / <=gtUn> は現れない。 
 
2.3.  <=suGai>/  <=sUgei>（合計 422 回） 
 服部四郎 [1987：290]によれば、「<=suGai/=sUgei> は話し手自身がある動作を行な
おうと欲することを表す」。ガンジュール版でも同じく使われる。 
 否定文には否定の助詞 <bUU>が動詞の前に来る。例：  
   d'alai-dur erdeni ab=u=r_a od=suGai(322b:29)「海へ宝を取りに行こう」 
     bUU bos=suGai (323a:20)「起きないでください」 
 
2.4.  <=su/=sU>（合計 4 回） 
 会話の中と自分の心の中で思ったものを表す時に現れる。 
    yabu=su keme=n sedki=jU(381a:26)「行こうと思い」 
    UkU=sU bi keme=n Oci=besU(249a:23)「私は死のうと言えば」 





                                                   
42 栗林均 [2001：87] 
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2.5.  <=y_a/=y_e>（合計 24 回） 
 現代モンゴル文語では、 <=y_a/=y_e> は話し手がある動作を、自分ひとりで、ある
いは相手とともに、あるいはほかのものとともに、行おうとする欲することを表わす。 
 ガンジュール版では、 <=y_a/=y_e> は話し手がある動作を、相手とともに行おうと
する欲することを表わす。例： 
    bida qoyar qamtu jirGaldu=y_a(365b:06)「私たち二人は一緒に幸せになろう」 
     tegUn-I miqa+s-iyar qurimla=y_a(375b:07)「彼の肉で宴をやろう」 
 





 ci minu qoyina-aca ire=tUgei(250a:13)「あなたは私の後ろから来なさい。」 
 Ober-Un miqan-iyan Ober-iyen ide=kU bol=tuGai(255b:24)「自分の肉を自分 
                                           で食べるようにしなさい。」 
 
2.7. <=Gujai>/<=gUjei>（合計 8 回） 
 ある動作を話し手自身あるいは他の誰かが行わないことを話し手が希望することを
表す。例： 
  namayi ala=qu bol=u=Gujai(312b:26)「私を殺さなければよいが」 
  SaGSabad-iyan ebdere=gUjei keme=n(264b:05) 
                   「戒律に違反しなければよいがと言って」 
 N. Poppe [1974] には、 <=Gujai>/  <=gUjei>は現れないが、ガンジュール版に
は、8 回現れている。 
 1714 年版と 1728 年版の命令・願望の語尾を表す变述形語尾の現れる回数を表で示







 表 55 1714 年版と 1728 版における動詞の命令・願望の語尾の種類と出現回数 
動詞 語尾  1714 版の出現回数 1728 版の出現回数 
命令・ 
願望 
語幹そのままの形 159 回 160 回 
=dqun / =dkUn 9 回 10 回 
=suGai/ =sUgei 415 回 424 回 
 =su/=sU 4 回 4 回 
 =y_a/=y_e  26 回 
=tuGai/ =tUgei 148 回 146 回 
=Gujai/=gUjei 9 回 8 回 
   
 1714 版と 1728 版に現れる動詞の命令・願望の語尾をガンジュール版に現れる状況
と比較してみたところ、1714 版では <=y_a/=y_e>が現れないことが分かる。現代モン






 動詞の形動詞形語尾としては、① <=Gsan>/ <=gsen> ②  <=qu>/  <=kU>、 
<=qui>/  <=kUi> ➂  <=Gci> /  <=gci> が現れる。ガンジュール版における動詞の形
動詞形語尾の種類と出現回数を表で示せば、表 56 のようになる。 
 
   表 56 ガンジュール版における動詞の形動詞形語尾の種類と出現回数 




 =Gsan/ =gsen          3969 回 
 =qu/ =kU 
 =qui/ =kUi 
        1428 回 
        1046 回 
 =q_a/ =ge          4 回 








    UkU=gsen siltaGan(240a:15)「死んだ原因」 
 <=Gsan>/ <=gsen> は動詞の形動詞形で現れる以外、後ろに  <bU=lUge>、  
 <buyu>、  <buyu j_a>、 <ajuGu>、  <bolai>を伴い、過去時制を表す变述
形として現れる。後ろに  <bui> を伴い、過去時制を表す疑問形として現れる。例： 
    tOrU=gsen a=juGu. (422a:11)「生まれたんだ」 
    delgere=gsen bU=lUge(426b:24) 「咲いたんだ」 
    ejele=gsen buyu(187a:15)「奪ったんだ」 
     bUtU=gsen bolai(239a:22)「出来たんだ」 
   mede=gsen busu bui(295a:23)「知らなかったんだ」 
 否定文には否定の助詞  <busu>、 <Ugei>が動詞の後ろに付く。例： 
    Og=gU=gsen Ugei(233b:14)「あげなかった」 
    mede=gsen busu bui(295a:23)「知らなかったんだ」 
 服部四郎[1987]によれば、<=Gsan>/ <=gsen> の打ち消しの助詞は、普通  
<ese>で、動詞の前に来る。または Ugei を伴って打ち消しを表すこともある43。ガンジ
ュール版の中では否定文には否定の助詞  <busu>、 <Ugei> が現れ、 <ese>が現
れない。 
 
3.2.  <=qu>/  <=kU>（合計 1428 回）、 <=qui>/  <=kUi>（合計 1046 回） 
(1)  <=qu>/  <=kU>は修飾語となる。主に名詞の前と曲用語尾の前に現れる。例： 
    bolGa=qu arG_a(285a:22)「何とかする方法」 
    ab=qu caG(288b:16)「もらう時期」 
 否定文には否定の助詞  <UlU> が動詞の前に現れる。例： 
    UlU cida=qu bOge=tele(189a:17)「出来ないのに」 
   <bU=> の語幹に 211 回現れる。例： 
    qamiG_a bU=kU tende od=cu(200b:10)「（どこに）いるその場所に向かって」  
                                                   
43 服部四郎 [1987：308] 
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 これ以外に、後ろに <bU=lUge>、 <a=juGu>、   <bolai>を伴い述語として現
れる。例： 
    UlU bari=qu a=juGu(296a:14)「取らないのであった」 
    emiye=kU bU=lUge(295b:05)「怖がるんだ」 
 述語になる場合の、否定文には否定の助詞  <busu>、 <UlU>、 <Ugei> が現
れる。例： 
   qamtu saGu=qu busu(194a:04)「一緒に座らない」 
     UlU bari=qu a=juGu(296a:14)「取らないのであった」 
    aldarsi=qu Ugei a=juGu(285b:07)「有名にならないのであった」 
 後ろに  <buyu>を伴い、疑問の意味を表す。 
    kUse=kU buyu「望むか。」 
(2) <=qui>/ <=kUi> は修飾語となり、主に名詞の前と曲用語尾の前に現れる。例： 
    OrUsiye=kUi sedkil(287b:23)「慈しみ深い心」 
 これ以外に語幹が  <=Gda>/  <=gde>に終わる動詞に、 <=qui>/  <=kUi> の接尾
した形は述語として現れる。否定文には否定の助詞  <UlU> が動詞の前に現れる。例： 
    qaGan-u terigUn-i UlU GuyuGda=qui(287a:31)「皇帝の頭を求めないべき」 
    Udter iregde=kUi(287b:14)「早く来るべき」 
    UlU Uiledde=kUi (288b:27)「やらないべき」 
 
3.3.  <=q_a>（合計 2 回）  <=ge>（合計 2 回） 
    Gar-tur-iyan oruGul=u=q_a inaru qoGusun UlU qari=mu(330b:17) 
               「手に入れる前は手ぶらで帰らない」 
     bayilidu=q_a od=suGai(236b:16)「戦いに行った」 
    kejiy_e bUtUge=ge inaru (323a:18)「いつか達成する前に」 
 
3.4.  <=Gci >/  <=gci>（合計 496 回） 
 後続する名詞を修辞して用いられる。「人間」を表す語の前にもちいられる。否定形
には否定の助詞  <UlU> が動詞の前に現れる。例： 
    od=u=Gci kOmUn(244a:16)「行く人」 
    UlU qara=Gci(244a:13)「見ない人」 
    arci=Gci irgen(248b:25)「拭く人」 
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 1714 年版と 1728 年版に現れる形動詞形語尾の種類とその出現回数を表で示せば、
表 57 のようである。 
 
  表 57 1714 年版と 1728 年版における動詞の形動詞形語尾の種類と出現回数 









      1399 回 
      1050 回 
 =q_a/ =ge    6 回          7 回 
=Gci / =gci 515 回        848 回 
  
 1714 版と 1728 版に現れる動詞の形動詞形語尾をガンジュール版に現れる状況と比
較してみたところ、現れる回数がほとんど同じことが分かる。その中、 <=q_a> は極
めて尐数であるが、1714 版と 1728 版にも現れる。現れる単語と内容の対応を考察し
たところ、三つの木版では完全対応することが分かる。これからみれば、1728 年木版




  副動詞というのは、動詞の形が変化して副詞の働きをするものである。 
ガンジュール版には、並列を表す副動詞、連合を表す副動詞、分離を表す副動詞、条
件を表す副動詞、継続を表す副動詞、限界、目的、準備を表す副動詞と分けられる。 
 主に、①  <=ju/=jU>  <=cu/=cU> ②<=n> ③  <=Gad/ <=ged>  
④  <=basu/ =besU> ⑤  <=GsaGar>/  <=gseger>、 <=Gsabar>/   <=gseber> 
⑥  <=tala>/=tele>  ⑦  <=r_a> /<=r_e>  
⑧  <=r_un/ =r_Un>   <=run/=rUn >が現れる。 







   表 58 ガンジュール版における動詞の副動詞形語尾の種類と出現回数 
時制 語尾 出現回数 
副動詞形 
=ju/=jU; =cu/=cU 1891 回 
=n 4164 回 
 =Gad/ =ged 3033 回 
 =basu/=besU 1498 回 
 =GsaGar/  =gseger 
 =Gsabar/ =gseber 
20 回 
7 回 
 =tala/=tele 366 回 
 =r_a/=r_e 165 回 
 =r_un/=r_Un 









 ガンジュール版では、並列を表す副動詞には、語尾  <=ju/=jU>、 <=cu/=cU> 
が現れる。1891 回現れる。例： 
    oru=ju eyin OgUle=bei(324b:16)「入ってこのように申し上げた」 
    ab=cu yabu=Gad. (326a:31)「持って行って」 
 
4.2.  <=n>（合計 4164 回） 
  <=n> は二つの意味が近い動詞を並べて、行動が同時に発生することを表す。ガンジ
ュール版では、仮定した行動が行われる可能性があることをも表す。 
 ガンジュール版では、連合を表す副動詞には、語尾  <=n> が 4164 回現れる。例： 
       joba=n ukila=Gad(180b:28)「悲しんで泣いて」 





4.3. <=Gad>/ <=ged> （合計 3033 回） 
 <=Gad>/ <=ged> は二つの動作が分離されて行うことを表す。即ち、前項の動作・
行為には状態の中断あるいは、終止為の関連を提示する。例： 
     maGta=Gad eyin keme=n OgUle=bei. (04a:25)「ほめてこのように申し上げた」 
      Gayiqa=Gad(181a:31)「驚いて」 
 否定を表す場合、否定の助詞 <ese> が現れる。例： 
     ese cida=Gad(218b:25)「出来なくて」 
 
4.4.  <=basu/=besU> （合計 1498 回） 
 前の動作が条件になり、後ろの動作が行われることを表す。「～すれば」の意味を表
す。例： 
   ekin-dUr saGu=basu(220b:12)「先頭に座れば」 
   keme=n Oci=besU(221a:29)「と申し上げれば」 
 
4.5.  <=GsaGar> /  <=gseger> （合計 20 回） 
     <=Gsabar> / <=gseber> （合計 7 回） 
 現代モンゴル文語では、継続を表す副動詞形は <=GsaGar/=gseger>として現れる。 
ガンジュール版では、現代モンゴル文語と同じく行為、動作の継続を表す <=GsaGar> 
/  <=gseger>以外、<=Gsabar> /<=gseber>が現れる。例： 
    ala=GsaGar doluGan qonuG gUice=gsen-dUr(366b:22) 
                  「殺しながら七日になると」  
      cida=Gsabar Uiled=kUi (219a:16)「できながらやる」 
      moGa+s-i gicki=gseber od=u=Gad(328a:14)「蛇を踏みながら行って」 
 
4.6.   <=tala/=tele> （合計 366 回） 
二つの意味を表す。一つの動作が行われて、この行動が実現するまで行われることを
表す。 
N. Poppe [1974]では、繋げて書かれる  <=tala/=tele> が現れる。ガンジュール版
では同じく、限界を表す副動詞形の語尾には、 <=tala/=tele> が現れる。 <bOge=> 
の語幹に 79 回現れる。例： 
    ecige eke-dUr adali bOge=tele(184b:30)「両親と同じなのに」 
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    qarsi-dur kUr=tele(205b:06)「宮殿に着くまで」 
4.7.   <=r_a/=r_e>（合計 165 回） 
 目的を表す副動詞は一つの動作を実現するための行動を表す。「するために」の意味
を表す。 
 N. Poppe [1974] では、離して書かれる  <=r_a/=r_e> が現れる。 
 ガンジュール版では目的を表す副動詞には、語尾  <=r_a/=r_e> が現れる。 
     ide=r_e kUr=kUi-dUr(205b:22)「食べに行くと」 
  <=r_a/=r_e>が付く二つの動詞が重ねて現れる場合がある。例： 
     Gayiqa=r_a Uje=r_e qura=ju(223b:02)「珍しがりに見に集まって」 
 
4.8.  <=r_un/=r_Un>、<=run/=rUn>  
  N.Poppe では、converbum praeparativum「準備副動詞」の名称を使った。そして、
準備副動詞として  <=r_un/=r_Un> が現れる。 
 ガンジュール版では、<=r_un/=r_Un>以外 <=run/=rUn> が現れ、次の話、あるい
は行動の始める前の準備の意味を表す。 
 <=r_un/=r_Un> (合計 1022 回)  例： 
     eyin Oci=r_Un(344a:27)「このように申し上げることには」 
    jarliG bol=u=r_un(180a:23)「命令を下したことには」 
  <=run/=rUn> (合計 13 回)  例： 
    sedki=jU bU=rUn(290b:04)「思うことには」 
      eyin jaki=run (223a:24)「このように命じることには」 
 1714 年版と 1728 年版に現れる副動詞形語尾の種類とその出現回数を表で示せば、












  表 59 1714 年版と 1728 年版における動詞の副動詞形語尾の種類と出現回数 
時制 語尾 1714 版出現回数 1728 年版出現回数 
副動詞形 
 =ju/=jU;   =cu/=cU 2039回 1972 回 
 =n 4179回 3470 回 
 =Gad/ =ged 2996回 2996 回 
=basu/=besU 1485回 1487 回 

























 1714 版と 1728 版に現れる動詞の副動詞形語尾をガンジュール版に現れる状況と比
較してみたところ、いくつかの語尾の現れる回数に異なるところがあることが分かる。
例えば： <=run/=rUn> は、ガンジュール版では、1714 版と 1728 版より数尐く現れ 
ることからみれば、ガンジュール版では、 <=r_un/=r_Un> の形に統一しようとしたこ

















   <=ba/=be> <=bai/=bei>、  <=luG_a/=lUge>、 /  <=juqui/=jUkUi>  
命令願望の語尾： 
 <語幹そのままの形>、  <=suGai/=sUgei>、 <=y_a/=y_e>、 
   <=tuGai/=tUgei>、  <=Gujai/=gUjei>。 
形動詞形語尾： 
    <=Gsan/=gsen>、  <=qu/=kU>、  <=qui/=kUi>。 
副動詞語尾： 
   <=ju/=jU>  <=cu/=cU>、 <=n>、 <=Gad/=ged>、 <=basu/=besU>、 





  <=mui/=mUi> が最も多く現れるが、 <=mu/=mU>も数多く現れる。<=mu/=mU>、 
  <=mui/=mUi>の使い分けがはっきりではない。両方肯定文以外、疑問文と否定文にも
多く現れる。 <=mu/=mU> の方は疑問の助詞  <uu/UU> が続く場合がある。また語尾  
 <=yu> が使われる例は全章を渡って 157 回も現れる。 
過去時制を表す变述形語尾： 
  <=bai/=bei> が  <=ba/=be> より多く現れる。 
形動詞形語尾： 
   <=Gsabar> / <=gseber>が現れる。 
   <=q_a/ <=ge> が現れ、 <inaru>と組み合わせて現れる場合がある。 
動詞の命令願望の語尾： 
 語幹そのままの形の動詞の語幹末の <a/e> が現代モンゴル文語と異なって、殆ど離
して書かれる表記が使われる。例： <uy_a=>(102a:02)「結びなさい」 




yabu=su keme=n sedki=jU(185b:07)「行こうと思い」 
(3) 尐数の例外的な現れがある。 
現在・未来時制を表す变述形 
 中世紀モンゴル文語によく見られる語尾 <=m>  <=nam>が現れる。 
過去時制を表す变述形 
 古典式モンゴル文語には現れない  <=juGu>/ <=jUgU> が現れる。 
 <=juGu> はすべて動詞  <a=> について <a=juGu> という形である。  
形動詞形語尾： 
   <=Gsabar>/  <=gseber>が現れる。 
   <=q_a/  =ge> が現れ、 <inaru>と組み合わせて現れる場合がある。 
動詞の副動詞形 
  <=run/=rUn>の分けて書かれる<=r_Un/=r_un> が現れる 
動詞の形動詞形 
  <=qu>/  <=kU>は、主に名詞の前に現れ、 <=qui>/  <=kUi=qu> 主に曲用語尾の前












































ンゴル語に訳された仏典である。その蒙訳は『  Uliger-Un dalai』（説話の海）














1. 18 世紀前半に刻版された木版仏典『賢愚経』には、1714 年版、ガンジュール版
（1718-1720）、1728 年版、ブリヤード版の四種類ある。その本文はそれ以前の 17 世
紀に作られたことが分かった。四種類の木版本の関係は： 
 ガンジュール版と 1714 年版は同じ系統の木版本である。1728 年版とブリヤード版
は 1714 年版を底本にして作られた。1728 年版は 1714 年版以外、ガンジュール版の影
響を受けた。具体的に言えば、以下のようになる。 
 四つの木版本は、品数が同じで、説話の内容が対応している。 
 ガンジュール版を 1714 年版と比較すると、一字一句対応している所もあれば、内容
の増減、表現などで異なるところもある。しかし、ガンジュール版の内容には 1714 年
版の内容より他の内容が無い。 
 1714 年版と 1728 年版、及びブリヤード版は殆ど一字一句対応する。しかし、単語




































子音字 <S> の頭位形は多くの場合は、 の字形で記される。例： 
子音字 1714 年版 ガンジュール版 現代モンゴル文語 
<S>  S'asin  Sasin  Sasin「宗教」 
 
正書法では：  
① 子音字 <n> 、 <m> の後に現れる語末の母音字 <a/e>が語幹から離して書かれる規
則はガンジュール版により成立した。例： 
子音字 1714 年版 ガンジュール版 現代モンゴル文語 
子音字 <n>  qoyina  qoyin_a  qoyin_a 「後ろ」 






② 「～を持つもの」を表す接尾辞  が語幹に繋げて書かれる規則はガンジュール版
により成立した。例： 
接尾辞  の正書法 1714 年版 ガンジュール版 現代モンゴル文語 
語幹に繋げて書かれる ebeciten ebeciten ebeciten「病気を持つ」 
語幹から離して書かれる ebeci_ten   
 
③ 接尾辞  は「～を持つ」を表す場合、語幹に連ねて書かれる規則はガンジュール
版により成立した。。例： 
接尾辞 1714 年版 ガンジュール版 現代モンゴル文語 
「～を持つ」を表す
接尾辞  
 toG_a_du  
toGatu「数を持つ」 
 toGatu  toGatu 
 
④ 単語の表記の面では、 <ilegUU>  <degUU> などの語末の <U> が二重に綴ら
れる表記はガンジュール版により成立した。例： 
1714 年版 ガンジュール版 現代モンゴル文語 
 ilegU  ilegUU ilegUU「多い」 




1714 年版 ガンジュール版 現代モンゴル文語 
linqu_a   lingqu_a  lingqu_a「蓮の花」 
 sunGaGul=ju   sungGaGul=ju  sungGaGul=ju「伸ばして」 
 
⑥ 第三人称を表す代名詞の語幹  <egUn>、 <tegUn> に綴られる属格語尾  と対
格語尾  が語幹から離して書かれる規則はガンジュール版により成立した。例： 
1714 年版 ガンジュール版 N.POPPE[1974] 
 egUn+U   egUn-U   egUn-U「この方の」 







 与格語尾  <-dur/-dUr> <-tur/-tUr> を語幹末音（字）の違いによって書き分ける
規範はガンジュール版により成立した。 










 ガンジュール版では、離して書かれる  は数を表す語幹にのみついて、回数を表す場
合にしか用いられない。例： 
接尾辞 語幹から離して 1714 年版 ガンジュール版 
数字を表す語幹に 
現れる接尾辞 
  Gurban_da  


















① 母音字の前の子音字 <n> は、ほとんど点が無い字形で現れる。例： 
ガンジュール版 N.POPPE[1974] 
 nigen「一つ」 qoyin_a「後」  nigen 「一つ」 erdeni「宝」 
 
② 母音字の前の子音字 <G> は点を持たない。例： 
ガンジュール版 N.POPPE[1974] 
qaGan「皇帝」  GayiqamsiG「奇跡」 
 
  qaGan「皇帝」 qaGalG_a「門」 
 
③ 子音字 <s> の末位形には、  が現れる。 
例： 
ガンジュール版 N.POPPE[1974] 
ulus「衆民」 yaras「多くの傷」  ulus「国」   toGus「孔雀」 
 
④ 子音字<c><j>の中位形に    が区別なく使われる。例：  
字形 表す子音字 ガンジュール版 N.POPPE[1974] 
 















⑤ 子音字 <w> の頭位形と中位形は  （<y>あるいは<i>の中位形と同じ形）の字形で
表記される。例： 
ガンジュール版 N.POPPE[1974] 
   w'acir「人名」  taw'ar 「貨物」 wacir 「金剛杵」 
 
正書法では： 
① 子音字 <l> の後に現れる語末の母音字 <a/e> は全て繋げて書かれる。例： 
ガンジュール版 現代モンゴル文語 
  ud'bala  udbala「菊の花」 
 tala  tala「平原、草原」 
 
②「～を持っている」を表す接尾辞 に  と並んで  が用いられる。 は語幹と離
して書かれる。例： 
ガンジュール版 現代モンゴル文語 
 qour_tu(07b:29)  udbala「毒を持つ」 




特徴 ガンジュール版 現代モンゴル文語 
古い表記           qabar      qamar「鼻」 
口語の現れ 
          jaGa=ju      jiGa=ju「教えて」 
 jurum  jirum「規則」 
 OrgUn    Orgen「広い」 
 
人称代名詞の格変化では： 
① 第一人称複数を表わす語幹 < man> に与格語尾  <+dur/+dUr> が連ねて書かれ
る。例： 
ガンジュール版 N.POPPE[1974] 現代モンゴル文語 




② 第二人称の複数を表す語幹 <tan> に属格語尾  <-u/-U> は語幹から離して書か
れる。例： 
ガンジュール版 N.POPPE[1974] 現代モンゴル文語 
  tan-u  tan+u   tan-u「あなたたちの」 
 
動詞の活用語尾では： 
 動詞の命令願望を表す語幹そのままの形の動詞の語幹末の  <a/e> が現代モンゴル
文語と異なって、殆ど離して書かれる。例：  
ガンジュール版 現代モンゴル文語 
 uy_a=「結べ！」 uya=「結べ！」 






① 母音字 <e> の頭位形に 字形が尐数に現れる。例： 
      e'mUs=U=ged「着て」          e'sen「丈夫な」 
② 母音字 <o/u> の頭位形に  字形が尐数現れる。例： 
      u'sun-dur「水に」            u'cira=ju「出会って」 
③ 母音字 <O/U>の頭位形に 字形が尐数現れる。例： 
      O'mkUre=n「転んで」           O'mkUri=kU「転ぶ」 






④ 母音字の前の子音字 <n> に点を持つ表記が尐数現れる。例： 
     un'a=bai「落ちた」      ten'eg「愚かな」 
⑤ 子音字 <G> に点を持つ表記が尐数現れる。例： 
     qalG'a=bai「近づかせた」  bolG'a=n「～にして」 
⑥ 子音字 <s> の末位形に  字形が尐数現れる。例： 
         bOs'(271a:19)「布」 
⑦ 子音字 <S> の頭位形に  字形が尐数現れる。例： 
        S'asin「宗教」             S'abi「弟子」 
⑧ 子音字 <c> が子音字の前に現れる。例： 
         kicki=jU「踏んで」 
⑨子音字 <d> は頭位形で母音字の前に現れる場合と中位形に子音字の前に現れる場合、
 の字形が現れる場合がある。例： 
         d'aGun「声」               od'=bai「行き去った」 
 
正書法では： 
① 子音字 <n,r> の後に現れる語末の母音字 <a/e> は繋げて書かれるものが尐数現れ
る。例：  
子音字 ガンジュール版 現代モンゴル文語 
<n>  qoyina「後ろ」  qoyin_a 「後ろ」 









② 副詞を作る派生接尾辞に   が現れ、 が極めて尐数の場合、語幹から離して書
かれる。 は数尐なく現れ、数字を表す語幹に付く場合にのみ離して書かれる。例： 
副詞を作る派生接尾辞 ガンジュール版 現代モンゴル文語 
  yeke_de(305b:15) yekede「大いに」 
  Gurban_ta(281b:23)  Gurbanta「三回」 
 
名詞の曲用語尾では： 
① 対格語尾  <+i> が語幹に連ねて書かれる。例： 
   boljumur+i「小鳥を」 
② 位格語尾に、 <-ta/-te>  <-da/-de><+da/+de>が現れる。例： 
   <-ta/-te>： nOkUd-te「友（複数形）に」 
   <-da/-de>： yadaGun-da「貧乏な人に」 
   <+da/+de>： degerem+de「強盗に」 
③ 奪格語尾に <+ca> <-ca/-ce> が現れる。例： 
    qola+ca (190a:15)「遠くから」 
    miqan-ca(245a:26)「肉から」 
④ 古風の化石化した程度格語尾    が現れ、「形容詞」として使われる。例： 
    Guya+caG_a usun-dur「股（もも）までの水に」 
    mOrU+cege usun-dur「肩までの水に」 
    ebUdUg-cige ceceg-Un「膝までの花の」 
⑤ 再帰所属の属・対格語尾の  <-yuGan> が男性語のほか、女性語にも現れる。例： 
   bey_e-yuGan「自分の体を」 
 
人称代名詞の格変化では： 
① 第二人称の複数を表す  <tan> に属格語尾  <-u/-U> が離して書かれ、第三人称遠
称を表す  <tegUn> に属格語尾  <-u/-U>が連ねて書かれる場合がある。例： 
ガンジュール版 N.POPPE[1974] 
 tan-u「あなたたちの」  tan+u「あなたたちの」 









① 現在・未来時制を表す变述形には、 <=mu/=mU>  <=yu/=yU>  <=m>  <=nam/=nem> が
現れる。例： 
   ukila=mu「泣く」  bol=u=yu「幸福になる」 
  umarta=m「忘れない」  Guyu=nam「求める」 
② 形動詞形語尾には、 <=Gsabar>/ <=gseber>が現れる。例： 
     cida=Gsabar「できながら」 gicki=gseber「踏みながら」 
③ 形動詞形語尾には、 <=q_a>/  <=ge> が現れ、 <inaru> と組み合わせて現れる
場合がある。例： 
   oruGul=u=q_a inaru「入れる前」  bUtUge=ge inaru「達成する前」 
④ 命令願望の語尾には、<=dqun>/<=dkUn>、 <=su/=sU>が現れる。例：       
  ala=dqun「殺しなさい」  ire=dkUn「来なさい」 
   UkU=sU「死のう」 
⑤ 動詞の副動詞形に<=r_Un/=r_un>の語幹と繋げて書かれる<=run/=rUn>が現れる。   
例： OgUle=rUn「言うことには」 
⑥ 動詞の形動詞形の語尾  <=qui>/  <=kUi>は文の最後、述語として現れる。例： 









①字音字 <n> で終わる語幹に属格語尾  <-I> が用いられる。例： 
ガンジュール版 N.POPPE[1974] 
 kObegUn-I 「息子の」 「息子の」 
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② 与格には、語尾  <-du/dU>   <-tu/-tU> が用いられる。 
与格 ガンジュール版 現代モンゴル文語 N.POPPE[1974] 
 -du/dU  amin-du  amin-du「命に」 
用いられない 
 -tu/-tU  UjUgUr-tU  UjUgUr-tU「先に」 
 
③ 共同格語尾として、 <-tai/-tei>   <+dai/+dai>という形が用いられる。 
共同格語尾 ガンジュール版 現代モンゴル文語 N.POPPE[1974] 












 「～を持つもの」を表す接尾辞に   が現れ、 は現代モンゴル文語と同じく語
幹に繋げて書かれるが、 は子音字 <G,r> で終わる語幹から離して書かれる。二つの
形式は出現回数で拮抗している。 
接尾辞 ガンジュール版 現代モンゴル文語 
  toGatan「～の数を持っている」  toGatan 




①  が語幹と連ねて書かれる形式と語幹から離して書かれる形式がある。例： 
再帰所属の属・対格 ガンジュール版 N.POPPE[1974] 
 
-ban/-ben  bey_e-ben「自分の体を」  bey_e-ben 





②  <-yUgen>と  <-yU'gen >という形式が共に女性語に使われる。 
再帰所属の属・対格 ガンジュール版 N.POPPE[1974] 
 -yUgen eke-yUgen「自分の母の」 eke-yUgen 
 -yU'gen  em_e-yU'gen「自分の妻を」 現れない 
 
人称代名詞の格変化では： 
 第一人称単数を表す語幹 <nada> と <nama> に <-luG_a> は語幹から離して
書かれる場合と語幹に連ねて書かれる場合がある。出現回数で拮抗する。例： 
語幹 ガンジュール版 N.POPPE[1974] 
第一人称単
数の共同格 
 nada-luG_a  nada-luG_a 












 以上のガンジュール版と 1714 年版に現れるより古い特徴以外、1714 年版では以下
のガンジュール版に現れない特徴が現れる。 
名詞の曲用語尾では： 
① 属格に （2 回）が現れる。例： Gau-nu/Gau-u「溝の」。 
② 対格語尾に が語幹に連ねて書かれる。例： Uile+yi「行事を」。 
    が行末に現れる。例：  tOre+i_yi「政治を」。 
    が現れる。 degU-gi「弟を」。 
③ 与格語尾に <-tu'r/-tU'r> が 1 回現れる。 
④ 位格語尾に  <+a/+e>が語幹に連ねて書かれる。 orun+a「地域に」。 
⑤ 共同格語尾  <-luG_a>は男性語に現れる以外、女性語に現れる。 
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